
令和７年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業 報告書
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事業の概要

第１章

令和７年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業

「やまぐちチャレンジ＆エコツアー」実施要項

2
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令和７年度  地域と連携したリアルな体験活動充実事業  
｢やまぐちチャレンジ＆エコツアー｣ 実施要項 

 
山口県教育委員会  

 
１ 趣  旨 

自然体験活動やグループでの他者との関わりを通して、自分の能力や可能性に気付
き、子どもたちの社会を生き抜く力として必要な非認知能力（自己肯定感、自律性、
協調性、積極性等）の向上を図る。 

また、地域の特色を生かしたエコツアーを通して、自然環境や歴史文化等を体験し
ながら学ぶことで、自然や文化を守り、未来への遺産として引き継いでいく活力ある
持続的な地域をつくる人材を育成する。 

 
２ 主  催 

山口県教育委員会 
 

３ 共  催（予定） 
(公財)山口県ひとづくり財団（山口県十種ヶ峰青少年自然の家） 
 

４ 後  援（予定） 
山口市教育委員会 
周防大島町 
周防大島町教育委員会 

 
５ 実施プログラム及び対象、期間等（予定） 

プログラム名 対 象 定員 期 間 実施場所 

やまぐちアドベン
チャーキャンプ 

小学5・6年生 

及び中学生 
32人 

7月26日㈯～8月2日㈯ 

[7泊8日] 

十種ヶ峰青少年
自然の家及び周
辺山域 

しまキャン 
小学4～6年生 

及び中学生 
16人 

7月19日㈯～7月20日㈰ 

[1泊2日] 
周防大島町 

魅力発見エコツア
ー  

小学4～6年生 

及び中学生 
16人 

11月1日㈯～11月3日㈪ 

[2泊3日] 
周防大島町 

 
６ プログラム内容 

プログラム名 活動内容例（実施しない場合もあります） 

やまぐちアドベン
チャーキャンプ 

・バックパッキング（荷物を背負っての山歩き） 
・ソロ（一人になる環境で思考する活動） 
・ロッククライミング  ・マウンテンバイク 
・グループミーティング  ・クリーンアップ（片付け）等 

しまキャン 
・講習会（自然・環境）  ・シュノーケリング 
・シーカヤック  ・海浜清掃等 

魅力発見エコツア
ー 

・みかん収穫体験及びジュース・ジャム作り 
・みかん鍋調理  ・フラダンス体験   
・自然物のリース作り等 

 
７ 事前説明会（やまぐちアドベンチャーキャンプのみ） 
  日時：令和７年６月29日（日）９時30分～12時00分 
  場所：山口県十種ヶ峰青少年自然の家（山口市阿東） 
  対象：やまぐちアドベンチャーキャンプ参加者及び保護者（親子での参加） 
     ※しまキャン及び魅力発見エコツアーの事前説明会はありません。 
  内容：プログラムの目的及び持参品説明、質疑応答、参加者同士の人間関係づくり、

野外活動に係る基本スキルのレクチャー等 
  ※応募多数による抽選の場合、事前説明会への出席が可能な参加者を優先する。 
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８ 参加費（予定） 
プログラム名 参加費 内訳 

やまぐちアドベン
チャーキャンプ 

２０，０００円 
食費、施設使用料、保険代、装備物品
代、消耗品費等 

しまキャン １２，０００円 
食費、活動費、保険代、宿泊費、消耗
品費等 

魅力発見エコツア
ー 

２０，０００円 
食費、活動費、保険代、宿泊費、消耗
品費等 

 
９ 持参物 

プログラム名 持参物（例） 

やまぐちアドベン
チャーキャンプ 

長袖シャツ、半袖Ｔシャツ、下着、長ズボン、ソックス、帽子、
タオル、登山靴、カッパ（丈夫な物）、ヘッドランプ、軍手、
油性ボールペン、空のペットボトル(500ml）、チャック式クリ
アフォルダー、歯ブラシ、ビニル袋、虫除けスプレー・虫ささ
れの薬、水着等 
※ザック等の野外の生活に必要な装備の多くは主催者側で共

同装備として準備 (詳細は事前説明会時に説明) 

しまキャン 

衣類（２日分の着替え）、帽子、雨具（傘またはカッパ）、懐中
電灯、タオル（入浴用と洗面用）、洗面用具、筆記用具、軍手、
ビニル袋、常用薬・酔い止め薬（必要な人）、活動用リュック
サック、虫除けスプレー・虫さされの薬、水着（ラッシュガー
ド含む）、マリンシューズ、水泳帽子等 
※詳細は参加決定通知に記載 

魅力発見エコツア
ー 

衣類（防寒着及び３日分の着替え）、帽子、雨具（傘またはカ
ッパ）、懐中電灯、タオル（入浴用と洗面用）、洗面用具、筆記
用具、軍手、ビニル袋、常用薬・酔い止め薬（必要な人）、活
動用リュックサック 
※詳細は参加決定通知に記載 

 
１０ 募集方法及び申込方法 

プログラム名 募集方法 申込方法 

やまぐちアド
ベンチャーキ
ャンプ 

・５月上旬に県内全小・中学校及び特別支援
学校（小・中学部）に募集チラシを配付 

・地域連携教育推進課ホームページに募集ペ
ージを掲載 

往復はがき 
（６月２日㈪必着） 

しまキャン 
・地域連携教育推進課ホームページに募集ペ

ージを掲載 
・５月上旬に小・中・高等・総合支援学校に体

験活動情報の案内メール登録を促すチラシ
を配付し、事業実施約２か月前に登録者に
メールにて募集案内通知 

電子申請 
（詳細はホームペ
ージに掲載） 魅力発見エコ

ツアー 

 
１１ その他 
・やまぐちアドベンチャーキャンプ参加者の決定にあたっては、不登校等の課題を抱

える児童生徒に配慮する。 
 ・山口県野外教育活動指導者研修会を修了した指導者及び学生ボランティア等が指導

にあたる。 
 ・本事業は文部科学省の委託事業を活用して実施する予定としており、委託契約の条

件等によっては内容を変更する場合がある。 
 
１２ 問合せ先 

山口県教育庁地域連携教育推進課 青少年教育班 担当：中島 
〒753-8501 山口県山口市滝町１－１ 
電   話 ： 083-933-4650  ＦＡＸ ： 083-933-4669 
電子ﾒｰﾙ ： nakashima.tatsuhiro@pref.yamaguchi.lg.jp 



事業の実際

第２章

令和７年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業

プログラム内容と活動の様子
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開会式、ダッフルシャッフル、昼食

パッキング、地図読み、コース確認

バックパッキング（自然の家～方丈原）

プログラム内容と活動の様子

１日目 （７月２６日）

テント設営、野外調理
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テント撤収、朝食、パッキング、コース確認

バックパッキング（方丈原～神角）へ

ディップ（水浴び）

プログラム内容と活動の様子

２日目 （７月２７日）

テント設営、休息、ふりかえり、夕食
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朝食、パッキング、地図読み・コース確認

バックパッキング（方丈原～上宇都根）

プログラム内容と活動の様子

３日目 （７月２８日）

テント設営、ふりかえり、夕食
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朝食、テント撤収

マウンテンバイクコース（男子班）

ロッククライミングコース （男子班）

プログラム内容と活動の様子

４日目 （７月２９日）

ソロコース（女子班）

フルーツパーティー、ふりかえり
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テント撤収、朝食、出発

マウンテンバイクコース（女子班）

ロッククライミングコース （女子班）

プログラム内容と活動の様子

５日目 （７月３０日）

ソロコース（男子班）

ふりかえり
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朝食、テント撤収、出発準備

バックパッキング（ファイナルツアー：十種ヶ峰山頂へのピークアタック）

プログラム内容と活動の様子

６日目 （７月３１日）

バックパッキング（山頂～方丈原）

ふりかえり
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テント撤収、水補給

バックパッキング（方丈原～自然の家）

クリーンナップ、昼食

プログラム内容と活動の様子

７日目 （８月１日）

ラストナイトミーティング、最後の夜
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朝食

仲間へのコメント、ミーティング

プログラム内容と活動の様子

８日目 （８月２日）

個人ラン

閉会式、解散



事業の効果

第３章

令和７年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業

参加者アンケートから
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参加者によるアンケート結果 やまぐちアドベンチャーキャンプ2025

事前調査  7/26実施 (回収率 100%）
事後調査  8/ 2実施 (回収率 100%）
追跡調査  10/ 2実施 (回収率  90%）

□質問をよく読み、自分にあてはまるかどうか、「とてもよくあてはまる」から「まったくあてはまらない」までの６段階
で答えてください。

※合計得点の変化を視覚化。「ＩＫＲ（生きる力）評定用紙（簡易版）」（国立青少年教育振興機構）による。

6 5 4 3 2 1

とてもよくあてはまる まったくあてはまらない

やまぐちアドベンチャーキャンプ
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13.早寝早起きである

1.嫌なことは、嫌とはっきり言える

2.人のために何かをしてあげるのが好きだ

3.先を見通して、自分で計画が立てられる

4.暑さや寒さに、負けない

5.誰にでも話しかけることができる

6.花や風景などの美しいものに、感動できる

7.多くの人に好かれている

8.人の話をきちんと聞くことができる

9.自分のことが大好きである

10.ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える

11.自分から進んで何でもやる

12.嫌がらずに、よく働く

14.自分勝手な、わがままを言わない

15.小さな失敗をおそれない

16.人の心の痛みが分かる

17.自分で問題点や課題を見つけることができる

18.とても痛いケガをしても、がまんできる

19.失敗しても、立ち直るのが早い

20.季節の変化を感じることができる

21.誰とでも仲良くできる

22.その場にふさわしい行動ができる

23.誰にでも、あいさつができる

24.洗濯機がなくても、手で洗濯できる

25.前向きに、物事を考えられる

26.自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる

27.体を動かしても、疲れにくい

28.お金やモノの無駄遣いをしない

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0

上段：事前調査 中段：事後調査 下段：追跡調査



0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

参加者によるアンケート結果

□質問をよく読み、自分にあてはまるかどうか、「とてもよくあてはまる」から「まったくあてはまらない」までの６段
階で答えてください。

※合計得点の変化を視覚化。「ＩＫＲ（生きる力）評定用紙（簡易版）」（国立青少年教育振興機構）による。

6 5 4 3 2 1

とてもよくあてはまる まったくあてはまらない

チャレンジ＆エコツアー

1.非依存

2.積極性

3.明朗性

4.交友・協調

5.現実肯定

6.視野・判断

7.適応行動

8.自己規制

9.自然への関心

10.まじめ勤勉

11.思いやり

12.日常的行動力

13.身体的耐性

14.野外技能・生活

【考察】生きる力の測定値において、プログラム前後で13.2ポイント、2か月後の追跡調査でもプロ
グラム前から9.9ポイントの向上が見られた。14の因子別においても、各因子で得点が上昇しており、
特に非依存、交友・協調、視野・判断、日常的行動力、身体的耐性においては、 プログラム前から2
か月後の追跡調査の間で１ポイントを超える得点の上昇が見られた。
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やまぐちアドベンチャーキャンプ2025

事前調査  7/26実施 (回収率 100%）
事後調査 8/ 2実施 (回収率 100%）
追跡調査 10/ 2実施 (回収率 90%）

「非依存」の質問項目 ・いやなことは、いやとはっきり言える。
・小さな失敗をおそれない。

「交友・協調」の質問項目 ・多くの人に好かれている。
・だれとでも仲よくできる。

「視野・判断」の質問項目 ・先を見通して、自分で計画が立てられる。
・自分で問題点や課題を見つけることができる。

「日常的行動」の質問項目 ・早寝早起きである。
・からだを動かしても、疲れにくい。

「身体的耐性」の質問項目 ・暑さや寒さに、まけない。
・とても痛いケガをしても、がまんできる。

上段：事前調査 中段：事後調査 下段：追跡調査
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2025/07/26～2025/08/02  7泊8日
32名

実施日 配布数 回収数 回収率

7月26日 32 32 100.0%

8月2日 32 32 100.0%

10月2日 32 29 90.6%

（分析対象数の内訳） （人）

4年生 5年生 6年生 1年生 2年生 3年生

- 6 4 3 2 1 - - 16

- 7 4 3 0 2 - - 16

- - - - - - - - -

- 13 8 6 2 3 - - 32

（生きる力・２８項目の集計結果）

M SD M SD M SD
120.9 17.5 134.1 15.3 130.8 19.6

60.7 8.8 67.4 8.1 66.2 10.3

1.いやなことは、いやとはっきり言える 4.2 1.0 4.6 1.1 4.8 1.2

15.小さな失敗をおそれない 4.5 1.0 4.8 1.2 5.0 1.2
11.自分からすすんで何でもやる 4.3 1.0 4.9 0.9 4.4 1.2

25.前向きに、物事を考えられる 4.2 1.2 4.7 1.2 4.6 1.2

5.だれにでも話しかけることができる 4.5 0.9 5.2 0.7 5.1 1.1

19.失敗しても、立ち直るのがはやい 4.6 1.2 4.6 1.4 4.8 1.3
7.多くの人に好かれている 3.7 1.3 4.3 1.2 4.3 1.3

21.だれとでも仲よくできる 4.9 1.1 5.4 0.8 5.2 0.8
9.自分のことが大好きである 3.8 1.4 4.4 1.3 4.6 1.3

23.だれにでも、あいさつができる 5.0 1.4 5.4 0.8 5.0 1.0

3.先を見通して、自分で計画が立てられる 3.6 0.8 4.6 0.9 4.4 1.3
17.自分で問題点や課題を見つけることができる 4.4 1.1 4.9 1.0 4.9 1.0
8.人の話しをきちんと聞くことができる 4.7 1.0 4.8 0.9 4.7 0.8

22.その場にふさわしい行動ができる 4.3 1.3 4.8 1.1 4.5 1.1

36.4 6.1 39.4 4.6 37.6 6.4
14.自分かってな、わがままを言わない 4.3 1.4 4.6 1.2 4.3 1.3

28.お金やモノのむだ使いをしない 4.7 1.4 4.8 1.2 4.2 1.7

6.花や風景などの美しいものに、感動できる 4.7 1.2 5.2 0.9 4.8 1.4

20.季節の変化を感じることができる 4.6 1.2 5.0 1.2 4.8 1.2
12.いやがらずに、よく働く 3.9 1.4 4.6 0.9 4.4 1.2

4.9 0.9 5.1 0.7 5.1 1.0
2.人のために何かをしてあげるのが好きだ 4.6 1.3 5.2 0.8 4.9 1.1

16.人の心の痛みがわかる 4.7 1.1 4.9 1.1 5.1 1.0

23.8 5.4 27.2 4.2 26.9 5.5

13.早寝早起きである 3.6 1.5 4.1 1.6 4.1 1.5

27.からだを動かしても、疲れにくい 3.9 1.5 4.2 1.2 4.3 1.3
4.暑さや寒さに、まけない 3.8 1.2 4.6 1.2 4.7 1.0

18.とても痛いケガをしても、がまんできる 4.4 1.6 4.5 1.2 4.6 1.5
10.ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える 4.2 1.3 5.1 0.9 4.8 1.3

24.洗濯機がなくても、手で洗濯できる 4.0 1.5 4.8 1.4 4.3 1.6

*各項目で「とてもあてはまる」を6点、「まったくあてはまらない」を１点としてそれぞれ1点刻みで

得点化し、項目ごとに平均点（M)及び標準偏差（SD)を算出

自然への関心

まじめ勤勉
26.自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる

思いやり

身体的能力

日常的行動力

身体的耐性

野外技能・生活

交友・協調

現実肯定

視野・判断

適応行動

徳育的能力

自己規制

追跡調査

生きる力
心理的社会的能力

非依存

積極性

明朗性

計

男子

女子

無回答

計

能力 調査項目
事前調査 事後調査

分析結果

性別
小学生 中学生 高校生

以上
無回答

調査時期 有効回答数 有効回答率

事前調査

29 90.6%事後調査

追跡調査

名称 やまぐちアドベンチャーキャンプ

調査対象事業の概要

(実施期間）

（参加者）

（主な活動） バックパッキング、テント泊、ソロ、野外調理、ロッククライミング、マウンテンバイ
ク、ミーティング、個人ラン
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(教育効果の検証）分析方法：反復測定による一元配置分散分析（分析結果の詳細は詳細出力を参照）

「生きる力」の変容（得点範囲：28～168点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 13.2ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 3.3ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 9.9ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

「心理的社会的能力」の変容（得点範囲：14～84点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 6.7ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 1.2ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 5.5ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

「徳育的能力」の変容（得点範囲：8～48点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 3.0ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 1.8ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 1.2ポイント向上

・その向上に有意差は見られなかった

「身体的能力」の変容（得点範囲：6～36点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 3.4ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 0.3ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 3.1ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

（担当者の所見）

図1．「生きる力」の平均値の推移

図2．「心理的社会的能力」の平均値の推移

図3．「徳育的能力」の平均値の推移

図4．「身体的能力」の平均値の推移
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（参加者追跡アンケートから）
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学習面

・時間を気にかけるようになった。
・問題を解くときに「あきらめずにまだやるぞ！」と、
やることができた。
・積極的になった。発表をたくさんするようになった。
・友達と自主的に学習に取り組めるようになった。
・いろいろな教科で分からなくても、最後までやるよ
うになった。
・少し自信がない問題でも、少しずつ発表できるよ
うになった。多くの友達に教えてあげられるように
なった。
・目標に向かって、あきらめずに達成した。
・自然のことなど意欲的に調べるようになった。また
キャンプで学んだことを生かしながら、つなげなが
ら学習することが増えた。

・テスト勉強の時、キャンプをやりとげたことを思い
出して、はかどらせることができた。
・ぼくは、家庭科が苦手で特に料理が苦手でしたけ
ど、キャンプで仲間と料理し、時にはコツとかも教
えてくれたので、できるようになりました。
・地図の見方がわかり、社会で地図がよめた。
・キャンプで不便だったものを組み合わせて、どの
ようにすればもっといいだろうか、などを考えてい
た→応用力が上がった。
・授業中に積極的に手を挙げるようになりました。
・キャンプよりはマシだと思えるようになり頑張れた。
・少しは自ら勉強をするようになった。
・根気強くがんばれるようになった。
・宿題をきちんとできるようになった。

生活面

・ちょっとした料理をつくるのが、多くなった。
・少しづつ自分のことができるようになった。
・なんでも積極的にできるようになった。色々な事に
挑戦できるようになった。
・ごはんを作れるようになった。
・お手伝いがよりできるようになりました。
・いつもよりさらに早寝早起きができるようになった。
・自分から進んで、人がやりたくなさそうなことをでき
るようになった。
・体力がつき、動くことが多くなった。。
・学校や家でも、周囲をよく見て周りの人に合わせ
て、喜んだりできるようになった。
・習い事でも、新しいことにチャレンジできました。
・色々なものに感謝して使うことができている。
・パパっと動けるようになった。

・嫌いな学校に行けるようになった。
・できないことが出てきても、キャンプではチャレン
ジしていたと思い、挑戦できるようになった。
・ロッククライミングや個人ランのおかげで、体力が
つき、休日に公園でいっぱいあそんでいます。
・何事にもチャレンジしてみよう！と、思うようになっ
た。
・ポジティブに考えられるようになった。
・風呂やトイレの大切さがわかり、風呂にはすぐ入る
ようになりました。
・自分できめたことが続けられるようになった。
・家の手伝いをするようになった。
・自分たちの身の周りのものは、大切だと思うきっか
けになり、大切にするようになった。

やまぐちアドベンチャーキャンプの経験を生かして、この２か
月で自分が成長したと思うこと

やまぐちアドベンチャーキャンプ
参加者追跡アンケート （ 自 由 記 述 。 同 じ 内 容 は ま と め ま し た ）
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その他

・キャンプが終わってから植物が大切に思えてきた
こと。
・友達思いになった。
・あまり話さなかった友達にでも、興味をもち、話し
かけることができるようになった。
・食べ物のありがたさと大切さを感じ、大切にできた。
・虫ぎらいが少しなくなった。
・つらいことや大変なことがあってもキャンプの方が
大変だったと、粘ってがんばることができるように
なった。

・仲間や友だちの大切さを分かった。
・前より新たな発見が多くなった。
・友達との接し方がちょっと上手になった。
・嫌いなものをがまんして食べられるようになった。
・集中力が少し上がった。
・山や自然にとても興味をもつようになった。
・電気をこまめに消すようになった。
・どんなことも「キャンプよりマシだ」と思えるように
なった。



年齢の違う人と関わるのが苦手だったけど、キャン
プでそれを克服して、学校全体のリーダー役を行事
でしました。自分が「しんどいなーっ」て時も、前に立
つ時は、笑顔で仲間のために全力をつくすことが信
頼にもつながり、頑張りに気づいてもらえることも増
え、自主的に手伝おうとしてくれる仲間もできました。
キャンプで「最年長だからできたんじゃなくて、あな
ただからだからできた」と、言ってもらった事がバネに
なっています。不安で泣いちゃうことしかできなかっ
たけど、自分と仲間を信じて、今自分にできることは
何か探してみるってことを大切に頑張ってます。高
校の１日体験に行った時は、虫の克服に成功したな
と実感がありました。山の中の農業高校ですが、虫
によってあきらめるってことはもう絶対ないです。

（中３女子）

自分でテントをたてることができるようになりました。
ごはんも作れるようになりました。

（中１女子）

大変なことを、アドベンチャーキャンプと比べて「こ
れはあのキャンプよりは大変じゃない」と思ったり、
「このくらいの重さの荷物、あのリュックにくらべたら、
たいしたことない」と思ったり、妹や、重たいかばんを
背負って、おんぶして、「これで登山もできる」と、た
とえたり、なんでも関係することがあれば比べるよう
になったり、少し我慢ができることがふえてきたん
じゃないかなと思っています。

（小６女子）

学校への登校の道が辛くてもがんばれました。吹
奏楽の練習がしんどくてもがんばれました。

（小６女子）

むずかしい仕事や、少しめんどうな手順がある、つ
かれる仕事に、周りの人は「やる！」と言わないです。
アドベンチャーキャンプでは、みんなができることを
探し、動くことが大切だったので、そういうことを、で
きる範囲でやりました。また、友達のことを考えて、周
りを見て行動することも、集団でいる時にすごく大切
だと思いました。だから、宿泊学習の時は、できるだ
けみんなが楽しく、後でため息をつくことがないよう
にしました。でも、まだきちんと「みんな」のために動
けていないと感じるので、これからも意識してがんば
りたいです。

（小６女子）

この２か月間はとくに自分のことができるようになっ
たし、それに「自分自身にうち勝とう」ができてよかっ
たです。

（小５女子）

チャレンジ＆エコツアーの経験を生かして、この２か月間がん
ばったことや感じたこと考えたこと

21

テスト週間は、前までは自分の本音に負けて遊ん
でしまうことがあったのですが、キャンプで得た忍耐
力で、今はテスト勉強だけに専念することができてい
ます。生徒会では発言することがこわかったのです
が、キャンプでリーダーを任せてもらったおかげで、
発言することに自信がもてて、劇の案を言うことがで
きました。

（中３女子）

「キャンプだったらどうしていただろう」、「キャンプ
のほうが辛かった」と、自分の中で考えてたくさんの
「挑戦」たくさんの新しい「一歩」が出来たと感じます。
今までの自分だったらあきらめていたことや、参加し
ていなかったことを、キャンプに行って変われたこと
により出来るようになりました。チャレンジ精神はいつ
までも大事なことだと考えているので、キャンプで学
んだことを生かしてこれからも新しい一歩をたくさん
踏み出していきたいです。５年生の時に参加した
キャンプではコロナに、今回ではやけどと熱を出して
しまい、全日程いることがまだできていないので、今
回も「前回のリベンジ！」という目標できたが、機会
があれば「前々回、前回のリベンジ！」という目標で
また参加したいです。

（中１女子）

キャンプに行く前までは、自分で何かを決めたり、勇
気を持って行動することができなかったけど、キャン
プから帰って２か月間すごしていると、少し自分で決
めることができるようになりました。その決めたことが
自分にとって大変なことだったり、難しかったりするこ
とだったけれど、一人でそれをできるようにがんばり
ました。アドベンチャーキャンプのことを時々思い出
します。キャンプでは自分の気持ちを口で伝えること
ができたし、協力することで相手のよさをみつけるこ
とができました。また、我慢強くなったと思います。こ
れからは、習い事や学校で自分が苦手だと思ってい
ることにもチャレンジできるようになりたいです。そう
すると新しい一歩を見つけることもできるかもしれな
いし、思っていたよりも楽しいことかもしれないからで
す。失敗したとしてもあきらめずにがんばりたいです。
もっと一人でできることを増やしたいです！！

（中１女子）

よく、外であそぶことが増えました。また、生活面で
かいたように、テントがすぐにたてられるようになりま
した。あんまり、しゃべらなかった人ともよくしゃべれ
るようになりました。キャンプの前はきまった人としか
しゃべらなかったけど、いろいろな人としゃべること
ができるようになりました。

（小６女子）

やまぐちアドベンチャーキャンプ
参加者追跡アンケート （ 自 由 記 述 ）
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思いやりや、協力をがんばりました。何事にも、一
歩踏み出すことをがんばりました。仲間のいる幸せを
感じました。家族のいる幸せと同時に、嬉しさも感じ、
家族がいたからここまで生きることができたのかもし
れないと考えました。あの１週間、仲間がいたから、
どんな苦難ものりこえられたのだと思いました。

（小５女子）

進んで色々なことを引き受けました。運動会の選
手宣誓も引き受けました。また、協力して色々なこと
ができるようになりました。掃除なども協力して速く終
われるようになりました。役割分担もできるようになり
ました。自分ができることを探してそのことをやったり
たくさんのことに挑戦しました。キャンプが終わって
からたくさんの一歩をふみ出しました。キャンプで学
んだことが自分の自信につながりました。

（小５女子）

２ヶ月の間に宿泊学習がありました。その時に、に
んじんを切ったりしたときに、キャンプで包丁を使っ
ていたので上手に他の野菜も切ることができました。
バスから荷物を持って移動するときも、体力を山の
中でつけて重いザックを持って移動したおかげで楽
に運ぶことができました。勉強もできなかった問題を
がんばって、あきらめずに解くことができるようになり
ました。そして、キャンプが終わってから植物を大切
に思えるようになりました。緑を見ると心が落ちつくよ
うになりました。

（小５女子）

今までもゴミを捨ててなかったけれど、もっと気をつ
けた。このキャンプをきっかけに、３日間のキャンプ
に応募した。「やめたい」と思っても、やったことは責
任もって、最後までやった。「あたりまえ」をふつうで
はなくす体験はあまりなくて、「あたりまえ」のことが、
どれだけ役に立っているかが分かった。「自分では、
こんな距離歩けない」とか、「こんな重い物もてるわけ
がない」と思っていたが、意外にたくさんの距離が歩
けたり、自分の体重くらいある荷物を持てたりしたの
に驚いた。このことから、自分の限界は、まだまだ先
にあると気づいた。

（小５女子）

自分のことは自分ですることができ、きついことや嫌
なことでも、我慢して行動することができ、何にでも諦
めずに頑張れるようになりました。自分でもアドベン
チャーキャンプは、自分の成長に役にたっているとと
ても感じます。この経験を受験や面接にいかしていき
たいと思います。最初は少し嫌だったけど、参加した
らけっこう楽しくて、きついこともあったけど、参加して
とてもよかったと思っていて、すこし自信になりました。
人との関わり方や、日頃の生活も変わり、とてもいい
生活をすることができるようになりました。このキャンプ
の経験が、これからの人生に役に立つと感じました。

（中３男子）

キャンプ終了→楽しい→少しキツイ→キャンプより全
然マシ→できる→自己肯定感マシマシ

（中２男子）

キャンプが終わった時もすごいことしたなぁと思って
いたけど、今考えると本当に僕が登ったのかなと思い
ました。このキャンプに参加してから、僕は前より虫を
我慢することに強くなりました。もう絶対に行きたくな
いけど、いい経験ができたと思います。

（中２男子）

このやまぐちアドベンチャーキャンプを通して感じた
ことは、やまぐちアドベンチャーキャンプの時に、みん
なで団結して、７日間を過ごしたことで、協力して山を
登ったり、話し合いや、たわいもないおしゃべりをした
ことで、いつもとは違うコミュニケーション力が上がって、
友達関係が良くなったことです。他にも、団結力など
の力も鍛えられたと思います。それと、どのようにした
らより楽に登れるか、道具をどのように組み合わせると
有効活用できるかなど、厳しいキャンプだからこそ、よ
く考えることができ、学習面も上がったのではないかと
思います。今回のキャンプは、自分にとっては、けっこ
うつらいキャンプでしたが、それゆえに楽しいことや、
成長したこともあったのだと思います。行ってよかった
と思えました。

（中１男子）

走って追いつかれることが少なくなったり、「やっぱり
あの生活大変だったなー」と考えたり、体力が増えた
感じもするし、早く起きすぎて２度寝をして遅れるとい
う大惨事を体験したりした。

（中１男子）

今、行っている水泳クラブから違うクラブに移った方
がよいということに、最近なってきたのですが、移るに
は体験に行くのですが、初めてのところだし、すごく
緊張したけど、新たな一歩をふみ出して行ってみたら、
とてもよいチームだった。そしてこのキャンプの経験を
きっかけにして、これからもまだまだ、新たな一歩をふ
み出しつづけたいです。
                                                        （中１男子）

だれかが１人ではできなかったり、助けを求めてい
たら、まず声をかけて、自分にもできることだったら、
できるかぎり、仲間を支えられるように、少しだけだけ
どなれたこと。

（小６男子）



23

アドベンチャーキャンプに参加して体力が増えて
夏休みの間に富士山に登ることをがんばりました。
そして、学校の周りを３周走る（約２キロ）と、前まで11
分が限界だったのに、アドベンチャーキャンプに参
加したら10分をきったので、また参加したいなと思い
ました。学校の1000ｍ走６年生男子の部で、８位に
入れて嬉しかったです。

（小６男子）

キャンプで経験したことは山の中では、役に立つ
かもしれないけど、街の中では役に立たない。もう一
回キャンプにいくときは、役に立つかもしれないけど、
山の中での生活なんて５年に一回くらいだから、経
験をいかす回数はあまりない。２か月間で経験をい
かしてがんばったことといえば、「委員会」、「テスト」、
「学級会議」の３つです。

（小６男子）

・ヒグラシのなき声で時間がわかるようになりました。
・トイレがあるのが幸せだなと思いました。
・日がくれるのが遅いと思うようになりました。
・電気があるのが便利だと思うようになりました。

（小６男子）

キャンプでは、一歩という言葉を学びました。これ
からも一歩を踏み出したいと思い、一つの一歩を踏
み出しました。それは、宿泊学習のことです。宿泊学
習の解散式担当になりました。すごく緊張するけど、
一歩の言葉を思い出し、メンタルを鍛え、休みの日
にたくさん練習しました。そして、本番は、見ないで
しました。失敗なく大成功しました。また、一歩を踏
み出してみたいです。

（小５男子）

家はいいところ。アドベンチャーキャンプに比べたら
快適。家を大事に使うようになりました。このアドベン
チャーキャンプのおかげで、水や食の大切さがわかり、
移動はすべて自分の足、車や自転車も日ごろはある
けど山ではない。それに背中に15～20Kgの重さの荷
物を背負い、逃げたくても逃げられない状況で、仲間
と協力し生活することができていろいろな大切さが分
かりました。

（小５男子）

学校が嫌なままだけど、キャンプでがんばったことを
思いだして、学校にいけるようにしている。前は、やる
気がなかったけど、宿題を最後までやろうと思えるよう
になった。習いごとも、やりたくなくて休みがちだった
のが、がんばっていけるようになって、楽しくなった。
大変なことを経験して、ちょっとのことではくじけなく
なったと思います。これからも大変なこともいっぱいあ
ると思うけど、１週間のキャンプをやった自分を信じて
がんばります。

（小５男子）
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（保護者追跡アンケートから）



Ｑ１．この事業に参加したことで、お子様の考え方や行動に「プラス」と思われる変化はありますか？
（他者との比較ではなく、お子様自身の変化についてお答えください。）
※「1 あてはまらない」「2 どちらともいえない」「3 あてはまる」の３段階回答のうち、「3 あてはまる」と答えた方の割合

自 分 に 自 信 を 持 ち 、
積極的に行動するよ うに なっ た 。

忍耐強さ、ねばり強さが出てきた。

身のまわりのことを自分でするようになった。

他の人に積極的に関わろうとするように
なった。

思いやり、いたわりの心を持つように
なった。

他の人との関係を大切にし、励まし合い、
高 め 合 お う と す る よ う に な っ た 。

だ れ に 対 し て も や さ し く 、
公 平 に 接 す る よ う に な っ た 。

進 ん で 奉 仕 し た り 、
手 伝 い し た り す る よ う に な っ た 。

率先して役割をひき うけるなど 、
リーダー性を発揮するようになった。

自然や美しいものに感動するように
なった。

自 然 や 環 境 に つ い て 、
興味 ・関心 を持つよ うに な っ た 。

水・食べ物・もののありがたさを実感し、
それらを大切にするようになった。

やまぐちアドベンチャーキャンプ（２ヶ月後）

プログラム終了後、２ヶ月が経過した時点で、「好ましい変化」が持続しているか。

Ｑ２．今回のプログラムを振り返って、どう感じておられますか。（満足度）
「1 満足していない」 「2 あまり満足していない」 「3 どちらともいえない」
「4 ほぼ満足している」 「5 大変満足している」 の５段階からの選択

プログラム効果に関する保護者アンケート アンケート実施 ２０２５年１０月
(保護者対象)

回答数・率
・やまぐちアドベンチャーキャンプ

（29/32人 91%）
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現在中学３年生で思春期と反抗期もあり、よく口ゲ
ンカもありました。中一で部活をやめてからは何かに
一生懸命取り組んだり、我慢強く粘ることからも逃げ
るようになり、親としてもこのままでは自立していくの
が難しい気持ちもあり不安でした。キャンプに参加し
て激変とまではいかなくても、体育祭では応援団長
をし、大きらいな虫の克服、すぐキレることも減りまし
た。勉強面は相変わらずなんですが、将来のこと、
受験のこと悩んでいます。自分のことを以前より好き
になったのでないかと感じます。口ゲンカも減ってき
てるので、そこはとても助かっております。

（中３女子の保護者）

キャンプが終わったあとも意外にクールであまり多
くを語らなかったのですが、DVDを一緒に見てたくさ
ん話をしてくれました。濃い８日間だったようです。も
ともと積極性も体力もある子なので大きな変化があっ
たという感じではありませんが、よい仲間と過ごせ、
色々な価値観の違いも感じたようでした。我が家の
子３人ともこのキャンプに参加させていただき、３人と
も強く思い出に残っているようですし、３人とも「また
行きたい」と言っています。キャンプを主催していた
だいた県の職員さんやスタッフの皆様のお陰でこの
ような機会を頂くことができました。本当に感謝して
います。親ではさせてあげられない体験をいただき
ありがとうございました。

（中３女子の保護者）

家族とはできない経験を積むことができ、感謝して
おります。今回は途中で発熱ややけどがあり、家に
一旦帰ることとなりましたが、担当の方のあたたかい
お言葉や同じグループの仲間のみなさんのおかげ
で再び戻ることができ、それも本人にとって良い経
験となりました。ありがとうございました。キャンプから
帰ってきてから大変なことがあっても「キャンプはもっ
と大変だったんだから」と言うことが時々あります。
キャンプ中での体験が、日々のちょっとした困難に
立ち向かう（乗りこえる）力になっていると思います。
ありがとうございました。。

（中１女子の保護者）

普段、親に対しての八つ当たりが激しく、少しでも
気に入らない事があれば、暴言を吐き、物に当たっ
たりしていたが、キャンプ終了後から、人が変わった
様に性格が穏やかになった。家族に対して思いやり
を持った行動、発言を自身が考えて行動できるよう
になった。家事なども率先してするようになった。し
かし、２ヶ月経過した頃から徐々に戻りつつあるよう
な気もしている。とても貴重な良い体験をさせて頂き、
感謝しかありません。ありがとうございました。。

（中１女子の保護者）

少しほっそりとして帰って来ました。たくましくなった
様です。次に行ったキャンプでも、自分で決めて荷
物を持っていっていました。海だったので少し困っ
たようでしたが、あるなかで工夫した様でした。包丁
の使い方も上手になっていました。キャンプの時、虫
がいて、こわくてふりまわしてしまったと怖い事を言っ
ていましたが。ありがとうございました。

（小６女子の保護者）

吹奏楽のマーチングの大会で下級生を励ます姿
が見られました！放送委員長に立候補しました！
自然やアウトドア活動が以前より身近なものになって
いると感じます。思っていたよりハードだった点が本
人の満足度５ではない理由とのことです。
◎自分のことは自分でやらねばと、言われなくても
計画的に宿題をすすめたり、修学旅行の荷物の準
備や段取りを考えたり等、少し成長した気がします。
◎１つ年下の弟に、来年以降の参加を子ども自身が
勧めています。（一生に一度の体験になるよ！等の
言葉が出てきます）
◎途中離脱してしまいましたが、それでも仲間が
待ってくれて受け入れてくれた安心感は、自分がも
し逆の立場になる機会があったら真似しないといけ
ないねという話を数回しました。（今後別の場面でも
同じような事がないとも限らないけど、スネたりあきら
めたりせずに向き合えてよかったねー＆その姿勢は
大事だねーという話もしています。）
◎離脱後に戻れた事を少し誇らしく思っていると思
います。

（小６女子の保護者）

アドベンチャーキャンプから帰ってきて数日間は
キャンプでの様々な体験について話してくれていま
したが、日々、色々な習い事などををこなす毎日で
頭の中からは離れている様子でした。ただ、日々の
生活の中で自分なりに〝一歩を踏み出す″事に
チャレンジしていると感じる事が増えた様に思います。
劇的に変化はないですが、どこかで迷ったり、悩ん
だり、困った時に支えてくれているのだと思います。
これからの人生においてこの体験は必ず力になるも
のと感じています。本当にありがとうございました。

（小６女子の保護者）

とても強くなって帰ってきました。このキャンプは自
然と本来の向き方をしていると思います。主人も子ど
もの頃参加し、長女も参加させていただき、今年は
次女でした。山への関心や、山でどう過ごすかをこ
のキャンプを通して一生役に立つ姿勢を学べたと
思っています。小１の弟にも絶対に参加してほしい
です。続けることは大変だと思いますが、この山口県
で続けているキャンプが末永く続いてくれることを
願っています。

（小６女子の保護者）



きっと大人になっても頑張った日の事、友だちと協
力して過ごした日を思い出すと思います。また、人間
関係で辛い時もキャンプで一緒に過ごしたお友だち
の事を考え、小さな世界ではなく大きな世界を見て
ほしいなと思います。

（中１女子の保護者）

キャンプ後から、「キャンプに比べたらこんなの楽」
と本人にとってめんどくさいことや、努力が必要なこ
とに対して「あの時と比べたら大丈夫」と思えるように
なっているようです。『何かが大きく変わった』という
目に見えた変化はありませんが、７日間頑張ることが
できた自分自身を誇りに思っているように見えますし、
自信になったように思います。参加中、クライミング
で降りられなかった時、くまさんや仲間に助けても
らった話、リーダーで頑張ろうとしたけどみんなが動
いてくれなくて困ったこと、山できつすぎて進めな
かった時に、人に頼ることも大切だと声をかけても
らったことなど、心の動く経験を多くさせていただけ
たと思っています。日常では体験できない貴重な体
験を、安全面にも配慮していただき、計画、実施して
いただきましたスタッフの皆様には本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。ありがとうございました。親に
とってもよい経験になりました。（くまさんからの話で
たくさん泣けました）写真も楽しく拝見しました！あり
がとうございました。

（小５女子の保護者）

自分で料理をする機会が多くなったと感じていま
す。家の手伝い（掃除）等に関しても、今までよりも
回数が増えたように感じます。また、虫も苦手でした
が、自分で駆除することができるようになりました。

（小５女子の保護者）

「とにかくすごくきつかった。毎日きつくて泣いた」と
言っていたことが印象的でした。あまり大変な思いを
したことがないので、今回のキャンプを乗り越えたこ
とが、今後の自信につながると思います。それと、初
対面の子達と関わることも日常ではあまりないことな
ので、人間関係を自分からつくっていくことにも挑戦
しようという気持ちが育った気がします。普段からよく
お手伝いや弟の面倒を進んでしてくれる、いいお姉
ちゃんですが、やったことのないことにもチャレンジ
したい気持ちが高まっているような気がします。

（小５女子の保護者）

点ではなく線を意識して動けるようになったこと（次
何をするのかとか〇〇をするために今のこの動きが
必要だとか）。自発性が身についてきたこと。自分の
意見を人に伝える機会でも臆することなく自分の言
葉を発せられるようになったこと（人見知り、場見知り
の軽減）。粘り強さがでてきたこと（継続力、挑戦力、
不屈力が養われた）。「やればできる」「よし、やって
みよう」という邁進力がでてきたこと。そして、やって
みなかったら何も得られなかったということに気付い
たこと。素晴らしい贈り物でした。体験させてくださり、
ありがとうございました。

（小５女子の保護者）

今回、キャンプを完走したことで、体力や体を使う
ことに対して自信を持つことができたようです。学校
の宿泊訓練も、「キャンプに比べたら全然余裕！」と
自信満々で参加できました。家族と離れてすごした
ことで、ありがたさに気づいたようですが、反動でさ
みしがり、甘えん坊になった部分があります。これか
らどのように変化していくのか、見守りたいと思いま
す。同じ班のお姉さんと住所を交換し、文通をしてい
ます。スマホ、SNSがメインの時代に、手紙を送りあえ
る友達ができたことは、親としてもうれしく思っていま
す。このような経験をさせていただき、感謝しており
ます。
※今回一緒に参加したメンバーとまた会えるような
機会があれば、お互いの成長した姿を確認し、また
学びを得ることができるのではないかと思います。

（小５女子の保護者）

・アドベンチャーキャンプ終了直後の昼食で、炊き立
て白ごはんに感動して涙していた。
・助けてくれた班メンバーへの感謝
・「あたり前の生活」が送れる事への感謝
・３泊目以降から素が出る！それまではほとんどしゃ
べらなかった子が自分語りをはじめたり、暗いイメー
ジだった子が実はとても明るかったと分かったり。２
泊３日なら、なんとか自分が我慢して耐えられる事が
限界になったり。メンバーとの絆や、強い信頼関係
は３泊以上いってこそのものだと思う…と言っていま
した。
・大人は①はじめにやり方を全部教えてくれる→②
手も口も出さずに見守る※親はすぐ手も口も出した
くなるので…対応含めてスタッフの方々本当にすご
いと思いました。→③本当に危険と判断した時には
助けてくれる、迷いそうな時は現在地を教えてくれる
・「今自分に出来る事は何か」を意識して考え、行動
する様になった（キャンプ中、何をしたらいいかわか
らずにつっ立っていた時に「みんなは動いてるよ。葉
香はどうするの？」と声をかけてくれた、さえ吉さんの
言葉が今も心の中にある、すごく残っていると言って
いました。

足りない環境に身をおく事で「足るを知る」ことが出
来る素晴らしいキャンプだと思います。大変な事もた
くさんあった様ですが、そのおかげで「あのキャンプ
を乗り切ったんだからこれくらい大丈夫！」とどっしり
構えられる様になっていると感じます。
先週１泊２日の宿泊学習があったのですが、周りが
「ドライヤーが使えない、どうしよう」とザワついている
中、娘は「屋根と壁がある所で寝られるなんて最高
♪（もちものの）タオル３枚？私バンダナ１枚あれば
十分だけど」と言っていて…たくましいな…これもア
ドベンチャーキャンプのおかげだなと思いました。り
んさん、むーむーさん、さえ吉さんをはじめとして、ア
ドベンチャーキャンプに関わるすべての方々に感謝
しています。

（小５女子の保護者）
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応募しつづけて最後の年に参加することができ、
本当によかったと思っています。最初は参加すること
を嫌がっていましたが、説明会に参加してみて行く
気になってくれました。こんな経験はなかなかできる
ことではありませんし、本人にとってもやりとげた自信
につながっているなと感じます。帰って来た日の夜、
「洗い物手伝おうか？」と自ら言ってくれて、今まで
の様子からは考えられない言動だったので思わず
涙があふれでてしまいました。思春期の反抗的な態
度がなくなり、甘えてくるようにもなり、素直さが戻っ
てきたのをすごく感じます。受験も推薦を希望してお
り、面接や小論文でキャンプに参加したことで成長
できた強みをアピールできるので、本当に良い経験
をさせてもらいました。引率の先生方には感謝の気
持ちでいっぱいです。ありがとうございました。本人
も参加してよかったと言っています。これからの人生
の糧になることまちがいなしです。夢に向かってがん
ばってほしいと思っています。

（中３男子の保護者）

友人を誘って積極的にあそびに行ったり、自転車
でどこまでも…
「○○は病んでるみたいなのであそぼうと声かけて
みよう」などといった思いやり？のある発言をするよう
になりました。今度、中学校の生徒会長にも立候補
するそうです。キャンプのおかげかもしれません。
チャレンジするその気持ちが大切ですね。大変お世
話になりました。

（中２男子の保護者）

息子からの話を聞くと大変だったみたいですね。
良い経験をさせていただき感謝しています。知り合
いや親戚とキャンプについて話をしていて話題にあ
がったのですが、「たくましい山口っ子」の称号をぜ
ひ授与していただきたいです。ひょっとしたら、まだ
まだ「たくましい山口っ子」には及ばないのかもしれ
ませんが、親世代の誰もが知っている「たくましい山
口っ子」の称号がある事で、子供の話題になり、褒
められることで自信に繋がります。ぜひ「たくましい山
口っ子」の称号を授与して欲しいです。お手数です
がなにとぞお願い申し上げます。将来履歴書に書く
ことを視野に入れています。

（中２男子の保護者）

９月に家族で大阪万博に行ってきました。想像以
上に人が多く、ほとんどのパビリオンには入れません
でした。親としては、段取りの悪さに不甲斐なさを感
じていたのですが、その時に、子どもが「こういうとこ
ろって、パビリオンに入れなくても、変わった建物や
色んな国の人を見るだけでも楽しいよね」と言ってく
れました。どんな場面でも楽しさを見つけられる姿勢
は、とても素晴らしいとこだと思いますし、キャンプに
参加させていただいた経験が、こうした前向きな考
え方を育んでくれたのではないかと感じました。万博
でもキャンプでも非常に貴重な経験をさせていただ
けたと思います。本当にありがとうございました。

（中１男子の保護者）

７日間のキャンプから戻った子供は、充ち満ちた
清々しい顔をしていました。「充分やりきった。大変
だったけど、最後までできてよかった」と申していまし
た。前回はクマの為に途中で中止となったわけです
が。本人「また来年応募してみようかな」と申していた
ものの、親としては半信半疑でした。ですが、一年
経って本人の意思を確認したところ、「これから先、
部活や勉強で忙しくなるかもしれない。行けるチャン
スの時に応募してみよう」となりました、連続ではあり
ますが応募致しました。結果、やはり参加して良かっ
たです。閉会式の時に担当の方が涙ぐんでいらっ
しゃいましたが、それが全てを表しているなと思いま
した。子供も大人も全員頑張った！！私も泣きそう
でした。「また皆に会いたいなぁ。すごく疲れたけど、
とても楽しかった」と。良い仲間にも恵まれたようです。

（中１男子の保護者）

キャンプから帰ってきた息子は、「お腹いっぱいに
食べられる有難さ、ふかふかの布団に包まれる幸せ、
温かいお風呂は、はぁ～最高！」と普段の生活のひ
とつひとつを噛みしめて幸せを感じていました。そし
て過酷な自然の中で支えてもらった友達、自分たち
が寝た後も、疲れているはずなのに夜中まで自分た
ちの見えないところでもサポートしてくれた人たちの
存在（息子が、一生懸命サポートしてくれたたっつー
さん達の姿に、大きな何かを感じ取っていました。）
これからの毎日の生活では得られない一生の財産と
なっています。送って頂いた写真を一緒に見ながら、
息子には、「このキャンプを心から楽しんで過ごした
んだから、この先の人生、どんなことがあっても乗り
越えていけるよ」と伝えました。そして私たち家族も
皆様から頂いた刺激と感動は忘れません。ありがとう
ございました！！！

（中１男子の保護者）

気持ちの伝え方が良くなったと思います。後日、富
士山登山もしたのですが、おかげ様で弱音をはくこ
ともなく登頂でき、用意も持ち物の管理をきちんとで
きました。考え方もずいぶんと前向きになり、キャン
プに参加させていいことばかりです。帰って来た時
は「もう参加しない」と言っていましたが、しばらくする
と「今回はわからないことばかりで、もうイヤだなぁと
思ったけど来年も参加して、今度は経験をいかして
皆を助けたい」と言っていました。先生方にとても感
謝しています。ありがとうございました。

（小６男子の保護者）

今までは１人で行動することが少なかったがキャン
プ後は〝自分で行動″することが多く、自立してい
ると感じます。

（小６男子の保護者）

十種ヶ峰が大好きになり、９月のキャンプに参加し
た。登山がやりたい、野宿がしたい、家族でキャンプ
がしたいと言っている。来年もぜひ参加したいとも
言っています。「班のみんなに会って話したい」と何
度も言っています。

（小６男子の保護者）
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キャンプから帰って数週間は、自ら家の手伝いや、
食事をありがたがって食べてくれた。口グセが「キャ
ンプに行って、挑戦することの大切さを学んだ」と事
あるごとに言い、今まで避けていたような、希望制の
コンクール（英語で発表）などにも「やってみる！」と
挑戦するようになった。また、学校で十種ヶ峰の１泊
２日キャンプのお知らせを持ち帰ってきたとき、「また
キャンプに行ってみたい！！」とすぐに応募し、９月
27,28日のキャンプに参加するなど、積極的になった。
一方、時間が経つと、自分のことはするが家族のた
めの仕事に取り組む回数は減って、その代わりゲー
ムの時間が増えたので、そこは家でのルールをしっ
かり話し合って決めていきたいなと反省しています。
先週、小学校で面談があり、キャンプのことを話すと、
担任には話していなかったようで、びっくりされてい
た。どんな内容だったか、色々と話も聞いてくださっ
た。学校での様子は、低学年にやさしくそうじの仕方
を教えたり、「ぞうきんの人は２人、ほうきの人は１人、
机を上げるのは廊下側からやってー」と、６年一人で
６人の下級生たちに指示を出せるようになったと話し
ていた。また、以前なら、絶対に、参加しなかったで
あろう、学校運営協議会も「やってくれる人ー」と先
生が全体に声かけしたところ「やってみようかな」と立
候補し、地域の方と「15歳の理想の姿」というテーマ
でどんな大人、地域にしたいかなど話しあい、自分
の気持ちを伝えることができた。クラス担任から「道
徳の時など、ハッとする視点から意見を言ってくれて、
話しがクラスで盛り上がるキーパーソンです」と話し
ていただき、家や学校でも自己表現がのびのび、そ
して「挑戦してみる」というキーワードが本人の軸と
なっていると感じています。参加させてよかったです。
あと、荷物の準備が２倍速くらいの早さで早くなりまし
た。兄（中３）も「参加してみたい」と話してました。私
も、息子の成長の姿を見て、子どもとの関わる残され
た時間を大切にし、一緒にチャレンジしていきたい
なと思いました。

（小６男子の保護者）

参加が出来るか、本人も親の方も、青少年の家で
のお別れの瞬間まで不安でしたが、最後まで行けた
ことは、本人にとっても、私達にとっても大きな自信
につながりました。「こんなことが出来るんだ！」「乗り
越えられたんだ！」「すごい！」と感じました。キャン
プから戻り、９月から学校や習い事の日常が再開し、
色んなことにチャレンジをする、前以上に前向きな
積極的な姿が見られます。７日の間についた自信が
背中を押してくれていると思います。先日も、お風呂
あがりに「当たり前に水が使えるって、有り難いことな
んだよね…」と言っていましたが、キャンプに参加し
なかったら、なかなか11才の今の生活で感じられる
ことではないと思います。

（小６男子の保護者）

今回子どもにキャンプを薦めたのは、自分に自信
がなく、チャレンジすることに消極的な姿勢が気に
なっていたからです。キャンプ終了後は生き生きとし
た姿をよく見せてくれるようになりました。朝起きるこ
とが苦手だったのが、自分で目覚ましをかけ、きちん
と起きるようになりました。０歳の弟には以前はあまり
しなかったお世話や積極的に声かけをするようにな
りました。熱が出て離脱してしまったときは、待ってい
てくれた仲間のみんなやスタッフの方々のおかげで
戻ることが出来て、本当に感謝しています。本人は
来年は必ず全部のプログラムをやりたい！！と意気
込んでいるので、がんばって欲しいと思います！！

（小５男子の保護者）

参加させて良かったです。本当にありがとうござい
ました。大きな変化はありませんが、忍耐力がついて
嫌なことのハードルが下がったためか、頑なに拒否
することが少なくなりました。学校に行かない日を決
めていましたが、参加後、徐々に減っていき、毎日
行けるようになりました。それに伴って、表情も良く
なっているように感じますし、担当の先生からも学校
生活を楽しそうに過ごしていると伺っています。これ
らのことから、本人の自信に繋がっていると思います。
たくさんの先生方の見守りサポート体制があり、安心
して預けることが出来ました。大変お世話になりまし
た。

（小５男子の保護者）

このキャンプに参加して、子供が変化したことは、
より自分に自信を持つようになったことです。自信を
持てることが次に何かをするステップになるということ
です。キャンプに参加して、自分が体験することによ
り、確実な強い自信を持っているように思います。子
供本人がアンケートにも書いてある通り、学校の宿
泊学習で解散式のあいさつのなり手がいなく、なぜ
か指名されました。みんなの前で大きい声であいさ
つをしないといけないので大丈夫かなと思っていま
したが、気持ちをきりかえて、何度も練習し、友達の
応援もあって無事にできたそうです。キャンプに参加
したことによって、人とのつながりや、自然の大切さ、
いろいろなことに挑戦するのが身についたのではな
いかと思います。この度は関わってくれた、お世話し
ていただいた方々に感謝します。ありがとうございま
した。

（小５男子の保護者）
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内田 依見 (防府市立華城小学校 十種ヶ峰青少
年自然の家 長期研修教員）

「人に迷惑をかけてはいけないと思っていた私が、
人に迷惑をかけてもいい、その代わりに人を助け許
そう」そう思えた。今までの私は、「助けて」「辛い」
「待って」が言えず、「人に迷惑や心配をかけてはい
けない」と思っていた。迷惑をかける自分は人から好
かれないと思っていたし、一方で周りの人のちょっと
した言動が許せないこともあった。しかし、この指導
者研修会で、「迷惑を掛け合いながら、助け合いな
がら人は生きている」ということに気付いた。
参加する前に私は「自分の病気のことをきちんと先
に話そう」と思っていた。今まで関わってきた人に自
分の病気のことを詳しく話したことはなかった。しんど
くても「大丈夫、できるよ」と答えていた。参加者の７
人に会い、初日の自己紹介。心配なことをもえちゃ
んに話した。話を真剣に聞いてくれて、どんな話だっ
たかもえちゃんはみんなに伝えてくれた。この時から
みんなが体調のことを質問してくれて、知ろうとしてく
れたことが何より嬉しかった。ここでなら頑張れそうと
思えた。強がりの自分が少し弱さを出せた瞬間だっ
た。
毎日の山登りは本当に苦しかった。息もできず、心
臓がドクドクと鳴り、話すこともできなかった。一歩を
出すのに必死で、すごく遅いスピードだった。そんな
私を見ても、誰もせかしたり、イライラしたりせずに、
みんな同じ速さに付いて来てくれた。それどころかみ
んな「ゆっくりでいいよ」「自分のペースで」「どんな感
じ？」と励まし、気遣ってくれた。弱い自分を出しても
受け入れてもらえると思え、安心した。たっけが最終
日に読んでくれたリーディング集の中の言葉に、「よ
い友情とは、対等な関係のことです。やりたいことを
一緒に決められる。なんでも平等にわかちあうことが
できる。おたがいに信頼しあえる。どんな問題も、力
を出しあっていっしょに乗り越えられる。いいときも悪
いときも、頼りあえる。」という言葉があった。スッと自
分の心に入ってあの時のことだなと思えた。
山を歩いて気付いたことは、「少しずつでも進めば
ゴールに近づくこと」だった。「あの坂まで行こう」「あ
と５分で休憩しよう」とみんなで声をかけあい、正直な
体調や気持ちを伝え合った。少しの目標を達成し進
んでいくことが大きな目標を実現するために必要な
のだと体験を通して学んだ。これまでも「少しずつで
いい」ということは思っていたが、それは頭のどこかで
自分に言い聞かせていたのかもしれない。でも、今
の私にはそれを裏付ける経験があって、あの道のり
を少しずつみんなで励まし合って進んだこと。できる
かわからないことをみんなでチャレンジしたこと。体験
学習が大切にされる理由には、これまで何となく思っ

ていたことが自分なりの形で理解し、自分自身の記
憶に残り続け、自分に自信がもてるようになるのだと
気付いた。
２日目の夜、自分のハイポイントとローポイントを話
した。その後、「チームとして大切にしたいこと」、
チームの目標を話し合い、「正直・本音・安心感」の
キーワードに決まった。自分の気持ちに正直になり、
本音を言っていいこと。その正直や本音を言う際に
は、言葉に気をつけること。話をする中で８人のチー
ムの目標が明確になっていった。チームの目標が決
まってからは、８人それぞれがどの活動においても
「どうしたら安心できるやりとりになるか」ということを考
えながら行動することが増えた。３日目の振り返りで
は、「自分はチームの目標に対して何パーセントくら
いの達成率か」を話し合った。０パーセントや１０パー
セントなど低い人もいた。周りの人はそう思っていな
くても、本人の中で考えていることがあるのだと改め
て思った。言葉にして表に出すことの大切さを学ん
だ。その数値をきっかけに本音を話して、周りの人は
聞いてどう思ったかをコメントで伝え合った。社会人
になり、チームが成長していく過程を見ることはあっ
たが、自分がチームの一員になり、毎日関わって一
からチームを作っていくということの経験があまりな
かったことに気付いた。チームを作っていく上では、
やはり「自分のことを話し、それを聞いてもらえる対等
な関係」が安心感につながると思った。自分も含め
てとても大切でかけがえのない存在であり、その価
値をみんなで尊重していこうというフルバリューの考
え方を実感した瞬間だった。
危機管理では、伝達方法について吟味することが
多かった。登山のときには、危険な箇所を通過すると
きに自分の後ろの人に、右、左などの位置や石、枝、
根っこなど何があるかを具体的に伝えるということが
大切だと気付いた。反応がなかったり、遠かったりし
て伝わっていない様子がなければ確認することなど
を徹底し心がけた。登山もマウンテンバイクも、反応
の声の大きさ、声色などから、直接相手の顔を見るこ
とができない状況であっても相手の体調などを把握
する方法の一つになると学んだ。
子どもたちには、他者との関わりの中で自己を見つ
め直し、他者と生きる良さや楽しさを見つけていって
欲しい。そのために、体験学習を通して、ふりかえり、
新たな気付きや目標を見つけ、行動するという体験
学習サイクルを意識した活動を組んでいきたい。「一
歩を踏み出すこと」は、自分が決めることができ、踏
み出したからこそ感情が動くことが多い。仲間の姿を
見て一歩踏み出せることも多くある。これから子ども
たちの可能性を信じ、子どもたちが安心して日々
チャレンジできるよう、笑顔で支える教員でありたい。

令和７年度 山口県野外教育活動指導者
研修会前期日程修了にあたって
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大浴 一航 (宇部市立東岐波小学校）

本研修を受講し、以下の点について学び、考えを
深めることができた。

◯各フェーズの役割
本研修は、他の様々な研修と比較にならないほど
過酷であり、だからこそ様々なことを考え、体験する
ことができた。そこには、トレーニングフェーズ、エキ
スペディションンフェーズにてチームの仲間と共通の
課題をクリアし、自分を見つめ直し、ファイナルエキ
スペディションフェーズにてチームビルディングを完
成させ、コンクルーディングフェーズにて個人の挑戦
へと繋がるという段階設定が大きく影響しているよう
に感じた。中でも自分は、ファイナルエキスペディ
ションフェーズの大きなチームチャレンジと、コンク
ルーディングフェーズの個人的な挑戦の差別化に
大きな意味があるのではないかと考えることができた。
本研修はソロを除くほぼ全ての時間をチームで過ご
すため、以前はチームビルディングを中心としたプロ
グラムであると考えていた。しかし、ファイナルツアー
でのチームビルディング完成後のサイクルマラソンを
通して、それぞれの日常へ帰ってゆく孤独感や、
チームチャレンジでの成果やチームビルディングの
充実感を、ただの思い出としてではなく各個人の学
びとして持ち帰るためにコンクルーディングフェーズ
があり、プログラムの最後に位置付けられているのだ
と分かった。

◯ソロの時間の意味
前述の通り、本研修はソロを除くほぼ全ての時間を
チームで過ごすため、活動やそのための思考もチー
ム全体の動き(時間配分や細かい活動設定など)が
中心となる。しかし、それまでのプログラムから一転し
てソロの時間が設定され、急に1人の個人という単位
に戻った時の戸惑いを覚えている。拠点作りや周り
の掃除、食事の時間の設定など、全てのタスクを自
由に設定でき、創意工夫を個人に委ねられる感覚は、
少しの戸惑いと高揚感を感じた。ソロの時間はそれ
までの身体的、時間的にもシビアだったプログラムか
ら一転し、激しい運動も、時間による制約もなく、多く
のことを思考しながら身体を休める活動となった。今
の生活の中で、教員はもちろん、子どもにとってもそ
ういった時間を確保する事は非常に難しい。だから
こそ、日常や時間と切り離されたソロの活動の中で、
自分自身のこれまでとこれからを見つめ直したり、周
りの人間関係や様々な物に対して感謝の気持ちを
持ったりするなど、普段できそうでできない思考が可
能になるのかもしれないと感じた。

◯学びの獲得と安全管理
本研修中、ファイナルツアー1日目において、チー
ムが想定していたコースから離れてしまい、元のコー
スに戻れないまま日が沈み暗くなるという事態が発

生した。心身ともに疲弊し、チーム的にも個人的にも
限界を迎えている最中、インストラクターの上野剛先
生と冨岡温子先生が救援に駆けつけてくださり、
ゴールへのコースに乗ることができたが、辺りが暗く
なり、倒木などによって前進することが困難となり、谷
の中で夜を明かす（ビバーク）をするかどうかという判
断のタイミングもあった。上野先生はギリギリまで悩ま
れていたようだったが、本部スタッフの協力もあって
その日の野営場所までたどり着くことができた。ファ
イナルツアー終了後、各フェーズの意味と前日の立
ち回りについての話を聞くことができた。参加者には
最大限の挑戦（肉体的、精神的冒険）をしてもらいな
がらも、見えないところでしっかりと安全管理を行うこ
とが最重要であり、それを見えないように挑戦を確保
することがとても重要であると学ぶことができた。道に
迷っているときはチームでの挑戦の機会でもあると
同時に、多くのリスクを伴う状況にも陥ってしまうため、
安全を最優先しながらも、最大限の学びを確保する
ことの大切さを学んだ。子どもたちの前にスタッフとし
て入った時に、子どもたちの学びの機会を奪ってし
まうことがないよう、立ち回りや距離感、関わり方につ
いて常に自分を見つめ直しながら考えていきたい。
本研修での学びを、ただの思い出とするのではな
く、日頃の学級経営や、第Ⅱ期のアドベンチャー
キャンプに生かしていくために、本研修の内容や自
身の気づきを反芻し、今後の糧としていきたい。
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恩塚 祥平 (周南市立今宿小学校）

８泊９日の研修をチーム８人でやりとげることができ
た達成感がとても大きいというのが最初の感想であ
る。８人の内４人は昨年度中止の知らせを受け、途
中までの参加となったメンバーである。今年度初参
加の４人と力を合わせて研修をスタートした。
最初の２日間はトレーニングフェーズとして、パッキ
ングの仕方、山の歩き方、コンパスや地図の使い方
をイントラから教わりながら登山を行った。昨年は５人
だったため、同じ活動でも様々な違いを感じた。まず
は荷物が軽いということである。これは非常に嬉しい
違いだった。テントやタープを立てる際や食事の準
備なども、人数が多いため分担して作業を進めること
ができた。反対に、人数が多くて困ることもあった。そ
れは、登山中縦一列に並んで歩くのだが、前半後半
で声をかけにくいことだ。前後の状況がそれぞれ分
かりにくいことは、精神的な負担となり、歩きにくさに
もつながった。道中、他愛もない会話をしたり、しりと
りをしたりして気を紛らわしながら歩いていると不思
議と疲れを感じにくくなった。気を紛らわすことも必要
なことだと思った。
エキスペディションフェーズに入った３日目では、イ
ントラは少し離れた位置で見守り、自分たちの力で
目的地まで向かった。峠に向かうため急な下り坂が
あるのだが、そこもチーム８人で協力して下りきること
ができた。これまでのミーティングで「本音・正直・安
心感」をチームの目標としてきた。ここまでは昨年度
体験した内容だったが、これから先の日程は初めて
の挑戦である。４日目のソロは１人の時間を有意義
に過ごした。指導者研が終わってからの自分の目標、
チームの目標について考えることができた。
ファイナルエキスペディションツアーでは、自分た
ちの力だけで活動を行っていった。まずは十種ヶ峰
山頂を目指して出発した。５日目のソロ明け、フルー
ツパーティーを済ませ、徳佐の町中を歩いた。日差
しは強かったが途中の休憩所でスタッフの皆さんに
水をかてもらいながら楽しく歩き続けた。予定通り昼
食も済ませいざ入山。県境までの急な上り坂もみん
なで道を切り開きながら進んだ。県境も無事時間通
り到着することができた。しかし、そこから楽しかった
時間とは一変し、道に迷ってしまった。県境を進んで
いたはずがいつの間にかルートをそれていたのだ。
その時は、コンパスの針が少しずれていたが自分は
声に出さずにいてしまった。その結果、谷の方へ降り
てしまい、現在位置がわからなくなってしまった。水
や体力も尽き、日没までの時間というタイムリミット、こ
のまま帰れなくなってしまったらどうしようという焦りか
ら、チームが崩れそうになった。しかし、お互いに声
を掛け合い、言葉を選び、作戦を立て直していたとこ
ろにイントラの迎えが来た。ほっとしたのもつかの間、
下山するための準備を進めていたが、帰れるという
安心感からか、思うように下山できず、山の中で夜の

８時を迎えてしまった。
道なき道をヘッドライトのわずかな明かりを照らしな
がら進むのは怖かった。ザックを椅子にして一夜をあ
けようかと話し合っているところに他のスタッフの声が
聞こえてきた。この時ばかりは覚悟を決めていたが、
スタッフの皆さんのおかげで、なんとか峠までたどり
着くことができた。大変な思いをしたが、チームがより
強くなったことは肌で感じることができたのは自分だ
けではないと思う。
翌日は、先日の反省を活かして十種ヶ峰山頂を目
指した。途中すれ違う子どもたちの頑張る姿に勇気
を分けてもらいながら山頂へ辿り着くことができた。２
年越しの山頂の景色はとても気持ちがよく、子どもた
ちやスタッフも集合していたため、大賑わいとなった。
７日目はロックサイトでロッククライミングを行った。
これまでは自分がクライミングすることに楽しみを感じ
ていたが、仲間のために応援したりビレイをしたりす
ることの方が有意義だったと感じる時間だった。これ
は、チームとしての結束力があってこそ味わえるもの
なのだろうと思った。
８日目はコンクルーティングフェーズとしてサイクル
マラソンに挑んだ。嘉年体育館を８人で出発し、萩市
にあるハピネス福栄という道の駅を目指した。８人で
行うサイクルツアーは居心地が心地よく２時間ほど楽
しくマウンテンバイクを運転した。
ハピネス福栄からは一人ひとりが自分のペースで
十種ヶ峰自然の家を目指すサイクルマラソンを行っ
た。出発していきなりの上り坂に心折れそうになりな
がらも挑戦を始めた。途中のチェックポイントでは、
みんながメッセージを書き込めるボードが設置されて
いた。通過する際に、前の人のものを読んだり、後か
らくるチームメイトのために書き残したりするのである。
挑戦自体は自分１人で行うが、チームのみんなが心
の支えとなり、終わりの見えない峠の上り坂も自転車
で登りきることができたと思う。「〇〇もきっと頑張って
いる。」そう思うことができたのは、みんなで目指した
「正直・本音・安心感」のあるチームだからこそだと
思った。
正直、最初は昨年の経験もあり、この研修会への
参加はあまり乗り気ではなかった。しかし、８泊９日を
終えてみると、あっという間だったなと感じることがで
きた。それは、目の前のことにただ一生懸命に取り組
んできたからだと思う。そして、チームのみんなやス
タッフのみなさんに支えられたからこその達成感だと
も思うので、心からの感謝を述べたい。ありがとう。
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倉永 綾香 （宇部市立黒石小学校）

今回、３回目の挑戦となり、絶対に８泊９日を完走し
たいという思いで挑みました。前年度の２９期の４人
に加え、４人の新メンバーの８人での研修が始まりま
した。昨年度の経験もあり、どこまで自分たちが知っ
ていることを新メンバーの４人に伝えていっていいだ
ろうか。この差が仲間関係に影響が出てしまったらど
うしようと心配のスタートでした。
１日目、これまでの経験をもとに前日しっかりと睡眠
をとり、朝食もしっかりと食べたことで今までの違い
しっかりと活動に参加することができました。やはり身
体をより良く、健康的に過ごすためには、睡眠と食事
が大切だと実感しました。
２日目、いよいよ登山が始まりました。前日のミー
ティングで莇ヶ岳の２つのルートの内、最初に急な登
りに挑み、その後はゆっくりと進む順路となりました。
最初にイントラさんに教えてもらっていた２０分歩いて、
３分休憩するサイクルを細かく入れるよう意識してい
きました。そうすることで、急な登りも順調に登ること
ができました。問題は下りでした。仲間の何人かが下
りが怖くてなかなか上手く足を地面につけて下ること
ができませんでした。前後のメンバーが声をかけたり、
手を取り合ったりして何とか仏峠までたどり着くことが
できました。自分はその時、ふと「去年はもっと早く着
いたのに。」と思ってしまいました。その日の夜のミー
ティングで、昨年度の同じメンバーが、このままでは、
去年と今年の新メンバーとの溝が出来てしまうので
はないかと気づきを言ってくれました。自分はその時、
到着した時に思ってしまったことをすごく後悔しまし
た。前日のミーティング時に自分自身が「８人全員で
完走したい。」と言ったにも関わらず、自分で去年と
今年を比べてしまっていました。今年は今年で新た
なチャレンジだと気持ちを入れ替えて挑まなければ
いけないと気づくことができました。また、８人で「正
直・本音・安心感」という目標が決まり、心機一転、８
人のために行動していこう誓う夜になりました。
３日目、３日目も順調に登り進めました。下りに入り、
高岳の５合目から０合目を目指して歩くところは、沢
を横切るため非常に危険でした。前回の経験者が列
の合間に入ろうということになり、自分は一番後ろに
行きました。みんながおり進める時に、サブイントラさ
んから「また後ろじゃない？」と声をかけられました。
自分は、はっとしました。この３日間一度も前列に
行っていなかったことにその時気づきました。自分の
力、周りの力をつけるにも色々なポジションを経験す
ることが大切だとその時気が付きました。無事に０合
目についてからQVに向かう道は、これまでチームを
崩壊させてきた道だと聞きました。その中、自分は先
頭に行くことになりました。後ろを気にかけながら、早
く行かないよう気を付けて歩くのは何てキツイのだろ
うとその時初めて知りました。今まで後ろをついてい
くだけだったのだと自分が情けなかったです。
４日目、ソロに入りました。今まであんなに賑やかだ

ったのに、誰も周りにいない、一人の時間でした。そ
の間に、みんなへのサンクスや自分のこれからにつ
いて考える時間がゆっくりととることができました。５
日目にみんなに再会した時、正直すごくホッとしまし
た。それだけ仲間の存在に救われてきていたことを
気づくこともできました。
５日目は、８人だけで地図を読んで進むことになり、
久しぶりのコンクリートのゴールは別世界にいるよう
でした。そして再び山に入り、誤って谷に下りてしま
いました。その時、一人のメンバーが「横切れば行け
る。」と言いました。自分は正直、迷っているから戻り
たいと思っていました。しかしそのことをちゃんと説得
できず、結局流されてしまいました。やはり自分の本
音を伝えることの大切さ、難しさを実感しました。
６日目は、前日の反省を胸に、全員で細かく地図
を確認し、迷ったら戻って確認をすることを実践しま
した。そしてついに、十種ヶ峰の山頂にたどり着くこと
ができました。４年分の思いが一気に溢れてきた瞬
間でした。あの山頂の景色は今までの山頂の景色と
は比べられない程、綺麗で、熱い気持ちが湧き上が
りました。何より８人全員で見られて良かったです。
７、８日目からはマウンテンバイクに代わり、山歩き
とはまた違った難しさがありました。ロッククライミング
では、最初にビレイヤーをしました。仲間の命を預
かっているロープを持つのは身体的だけでなく、精
神的にもくるものがありました。絶対に失敗できない
緊張がありました。その後、挑戦者になり自分が登る
時は、不思議と不安な気持ちはなく、むしろ安心して
登れました。それだけ仲間に対して安心している信
頼していると感じました。８日目のサイクリングマラソ
ンは、８日間で一番辛かったです。どこまでも続く坂
道、孤独との戦いでした。そんな時、ポイントに置い
てあるみんなの寄せ書きが何よりの力になりました。
９日間無事にやり遂げることができたのは、７人のメ
ンバー、全力で自分達をサポートしてくださったス
タッフの皆さんのおかげです。絶対に一人では無理
でした。「仲間がいれば、諦めなければ成し遂げるこ
ともできる。」このことをこれから子どもたちに伝えて
いきたいと思います。そして、教員として、野外教育
活動の指導者として力を付けていけるよう励み続け
ていきます。
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五嶋 千陽 (下関市立文関小学校）

８泊９日間の野外教育活動指導者研修会を終えて、
自分自身で経験したからこそ得ることのできた学び
がたくさんあると感じています。大学生の頃に、山に
関わっている方から、この研修を紹介していただい
ていてこの夏に３０期として参加できたことをうれしく
思っています。
「個人とグループの成長を支える人間関係」につい
ては、この９日間を過ごす中で重要なものだったと考
えています。
研修が始まってから１～２日目は、全員が一生懸
命に取り組んで関わろうとしていたのですが、仲間と
の関わりの中で何とも言えない壁がありました。一人
ひとりが仲間を気遣いすぎてしまっていて、２日目の
莇ヶ岳～弟見山～仏峠の最後の下りでは「みんなに
ここでしんどいって伝えたら負担を掛けてしまうか
な？」と自問自答していたときもありました。夜のミー
ティングで、勇気を出して思いを共有できた時に、仲
間から「涙を流してでも辛い時は辛いって言ってい
いんだよ。」という言葉をもらい、自分の思いを受け
止めてもらえたことに安心感を覚えました。グループ
（チーム）として成長していくために、誰か特定の人
の意見ではなくて、全員の意見を出したうえで納得
解を導き出して行動に移していくことが重要なのだと
いうことを学びました。（例：毎日の役割決め、歩く順
番、歩く速さ、進むルート、グループとして目指す姿
など）
特にグループとして、成長したな変わったなと感じ
た場面は、３日目の桐ヶ峠～高岳山の０合目まで下
りていく時でした。桐ヶ峠から下山する最初のところ
で、ロープをつたって渡らなければならないところが
あり、グループの中の一人が恐怖心を抱いていまし
た。その時に、みんなが同じ方向を向いて励ましたり、
「こうやって渡ったらいいよ。」とアドバイスをしたり、無
事に渡ることができた時には「ナイス！」と一緒に喜
びを共有できたところがグループとして一つ成長で
きたポイントだったと思います。
「目標設定」については、チームをよりよくしていく
ためにミーティングで課題を出し合って「正直・本音・
安心感」という目標を設定しました。この３つを軸とし
ながら、時間の意識なども課題として挙がってきまし
た。チームとしての目標を達成するために後半戦に
自分ができることは何かを考え、仲間への励ましや
視野が狭くならないように周囲をみて動くことを目標
にしました。時には、体も心もしんどい時があって、
自分のことで精一杯になってしまうこともありましたが、
それぞれがチームのために行動して８人で目標達成
することができたと思います。
「危機管理」については、道に迷った時には、必ず
分かるところまで戻るということを覚えておかなけれ
ばならないと思いました。５日目のグループでのファ
イナルツアーでは、朝テントの場所から出るのが遅
かったのもありますが、現在地を見失ってしまい日が

暮れてしまったということがありました。山の中で、暗
くなってしまうと危険度が上がり、大怪我に繋がって
しまうことも予想されます。進むことに一生懸命になり
がちですが、この学びを生かして活動していきたい
です。また、６日目の十種ヶ峰の山頂から下山して歩
いている時に、ハンガーノック（エネルギー不足）に
なってしまいました。昼食の一部を後に回してしまっ
たことによって、フラフラしたり、手が痺れたりする症
状が出ました。食べることの大切さを身をもって感じ、
来年子ども達にはなってほしくないので、よく伝えて
自分自身も気を付けていきます。
この研修を終えた後、日常に還元したいこととして
主に３つあります。
１つ目は、「限りある時間を大切にすること」です。１
日は２４時間。この９日間を過ごす中で、時間の大切
さについて改めて考えるタイミングが何度かありまし
た。１日目のリーディングで仲間が「時間の使い方が、
いのちの使い方になる」という詩を読んでくれて、
はっとさせられました。私は、一つのことに集中してし
まうことが多いのでもっと時間を有効活用するために、
物事に優先順位をつけて見通しをもって取り組んで
いくことを意識していきます。
２つ目は、子ども達への指示や説明をより端的に
分かりやすくすることです。活動中は、仲間とコミュニ
ケーションを取る時に、伝えるべきことを短い言葉で
分かりやすく伝えることが安全・安心に繋がる一つの
ポイントでした。学校現場でも、学級で教師から児童
に指示や説明をした際に自分自身は伝わるように話
したつもりでも、３分の１の人には伝わっていないこと
があります。まずは、自分の伝えたいことを整理して
「短い言葉で、端的に」を大切にしていきます。
３つ目は、「分からない。」と言えない子への配慮・
関わり方についてこれまで以上に考えていきたいで
す。全部自分の気持ちを言えなくても、少しでも自己
開示してみようかなと思えるようにするためには、教
師の支援はもちろんですが、周囲の受容的な雰囲
気づくりをしていくことが求められます。言葉で「こう
することが大事だよ。」と言うだけでなく、児童同士の
直接的な関わりの場を設定すること、その後のふりか
えりの時間も意識しながら（PDCAを短いスパンで回
していくことも）２学期は向き合ってみようと思います。
最後に、８泊９日のチャレンジを支えてくださった県
の職員の方をはじめ、十種ヶ峰青少年自然の家のス
タッフの皆様、関わってくださったすべての方に本当
に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございま
した。来年は参加する子ども達の学びを支えていけ
たらと思います。
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高橋 莉沙 (山口県野外教育活動研究会） ①/2

思っていたより何倍も過酷で、初日から分からない
ことや孤独感、不安で、テントの中で「苦しい、帰りた
い、辞退したい、するべきでは…」と思っていました。
たっけの「チームとしてどういう姿でいたいか」という
投げかけにも、「他の皆は少し関係ができているだろ
うけれど、私にとっては初対面の人だらけ、皆とも壁
や熱量の差がある…」と、自分の考えがないことに申
し訳なさを感じていました。
２日目、皆も眠れていないんだと聞き少し安心しま
した。上り坂がずっと続き、息苦しくなり、きつい。
いっこーが「元気かみんなー」と声をかけてくれてい
たり、おんずーも「こちらが今日の坂です」、くらあや
が「いや、もうずっと坂じゃん！」という会話をしてい
て、ユーモアはしんどさを軽くしてくれるなと思いまし
た。でも、肩も痛い、息が苦しい、とうとう進めなくなり、
もえちゃんが「リー大丈夫？ゴープ食べて」と心配し
てくれたり、えいみーとくらあやも水を出してくれて、
きつさが幸せに変わり元気が出て進めました。人生
で一番きつい時だと思っていました。今思えば、序
の口でした。弟見山、仏峠と登り、その間ずっと黙々
と登っていて、皆を気に掛けるとか出来ていなかった
です。頭の中で、闘病中の方や私を産んでくれた母
は、もっときついのだろう、私はまだ自分の足で歩く
ことができていて幸せだと思っていました。ミーティン
グでいっこーが「しんどい時こそ、自分の中にためず、
自分で自分の気分を上げていくようにしていかない
と」という言葉が胸に響きました。たっけの「痛いとか
きついとか、そういう時こそ皆で力合わせて、声出し
て乗り切ろう!!」という言葉も印象的です。じゃあ、私
は素直にしんどい時「休ませて」と皆に正直に伝える
ことを目標にしよう、もえちゃんの「私もうムリだって昨
年泣き叫んだ気がするんです。痛いとか辛いとか、
皆、自分の中で飲み込んでて優しいなと思うけれど、
正直に言い合える関係でいたいと思う」という意見が、
かっこいいなと思いました。
３日目、眠れてなくて、これで登れるのか不安にな
りながら、いっこーが後ろから話しかけてくれて嬉しく、
目もさえて元気になってきました。笹を３本くらいつか
みながら行くと登りやすいとアドバイスもくれました。
「りょうさん、風強くしてー！」と皆で叫んでいると、本
当に風が吹いてきて、驚きました。昨日の反省を思
い返し「休憩させて」は素直に言えていたけれど、
ちーちゃんとの距離をあけすぎていたり、私がマイ
ペースに止まることで、後ろの皆が斜面で止まって
いないといけなくなり、そのせいもあってか、いっこー
がしゃべられないほどきつくなっていました。くらあや
が「リー、（後ろのこと）気にしなくていいから、早く前
行って!!」と言っていたのは、後ろを気遣っていたか
らだと後から分かりました。いっこー、わっくんが、え
いみーに木の棒を拾って渡してあげていました。
桐ヶ峠、怖くて中々進めない私を皆が見守ってくれ
たり、アドバイスをくれたり、感激しながらも、怖くて声

が出ませんでした。１つ１つ、皆の言葉を聞いて、信
じ、進んでいきました。いっこーの「リー下見ないで、
こっちの方を見ながら斜面に体あずける感じでおい
で」と温かな伝え方に安心し、渡り切った後ちーちゃ
んの「ナイス！」に励まされました。斜面が怖くしゃが
みこんでしまい、膝がきつくなるも「リー、今助ける
よ！」ともえちゃんがリュックを上に持ち上げてくれ、
気力がわきましたが、今度はもえちゃんが歩けなく
なってしまいました。心配かけまいと「大丈夫！いけ
るよ元気になった！」と皆を励ます姿に、私は反省の
嵐でした。えいみーが、テン場で「もえちゃんよくがん
ばって歩いたよ！！」と励ましている姿に感激しまし
た。おんずーも、自分も苦しい中、どの石なら上に
乗っても危なくないか、１つ１つ、教えてくれて、感謝
感謝でした。ソロ明けで、道に迷い、一番怖かった谷
底は、一生忘れません。ここを登らないと時間内に戻
れない？落ちたら死ぬ。もえちゃんの「リー、怖いけ
ど、足を上に上げる！！」と皆を思っての厳しい喝。
あの時の私にはそれが一番良くて、死にたくない、
怖い、信じられない、でも足が限界だ、無理だ、これ
以上進むと下に落ちそう、でも、もえちゃんの言葉、
おんずー、わっくん、いっこーが自分も怖い中、手を
貸してくれたり、励ましてくれたり、上まで登りきり、そ
の後、泣きじゃくり「みんなごめん」と言った自分が情
けなく、恥ずかしく、最低だと思いました。責めたり不
安にさせたりすると、私が進めず下に落ちてしまうと
皆が思ったのか、「リーがんばっちょるよ！」「一歩進
んだよ！」「ごめんねより、ありがとうと言おう！」と
チームで励まし合い、私の荷物を持って下さった
たっけにも感謝しながら怖いけれど皆の言葉を信じ、
一歩一歩下りていきました。いっこーが「リー、木の
根っこ最強やったろ！」「たっけについていけば大丈
夫」の言葉に安心し、皆怖くて一杯一杯なはずなの
に一致団結感を感じました。自分一人で助かろうとし
ている人は一人もいなかった。とみー、りょうさん、ス
タッフさんが来て下さり、安心しました。「リー、自分た
ちにできることは謝ることじゃなくて、明日チームのた
めに何ができるか考えることだ」この言葉はずっと刺
さっています。ありがとう。本当に、生きのびたのは皆
のおかげ、私ができることは、辞退することだと心か
ら思いました。
５日目、一発目の上り坂も急で昨日を思い出してし
まったけれど、皆いるし、皆の言葉を信じていけば大
丈夫、皆、上がる事しか考えていない、落ちてもここ
は死なない場所、怖くない！と安心していました。こ
のチームなら、乗り切れる！！おんずーが水を持っ
てくれたり、「犬派？猫派？」と話しかけてくれたり、
ゆるやかなずっと続く坂道に足はきつくなってきまし
たが、心が和み、感謝していました。わっくんが、
「リー、先頭行っていいよ」と、後ろを気にかけながら、
何かをゆずってくれていることが伝わりました。皆苦
しそうな顔をしているのが分かったので、十種ヶ峰山
頂でスタッフの皆様に見守られながらゴール出来た
時の８人の笑顔は、はじけていたと思います。安心し
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高橋 莉沙 (山口県野外教育活動研究会） ➁/2

ました。ちーちゃんがダウン、ハンガーノックにもなっ
てしまったけれど、もえちゃんをはじめ、皆で助け
あって、元気になってきた。ご飯も食べられて、次の
日からも参加できて、良かったです。
８/１、マウンテンバイク。自分は乗れないのではな
いかと不安でしたが、「皆の言葉を信じよう、進まない
と皆の歩みを止めてしまう」という思いで、怖さを乗り
越え、運転することが出来ました。とみーが、後ろで
見守ってくれていたことも心強かったし、りょうさんの
「ゆっくりゆっくり左足に言い聞かせて、１・２・３…」と、
怖くてこげなかった私へのアドバイス、おまじないの
ようでした。怖いと感じている人に対して、ゆったりと
した口調が、安心感につながり、乗れるようになるの
だと勉強になりました。
 ロッククライミングは、わっくんのビレイヤーをする時
が、一番怖かったです。私がきちんとしないと、わっく
んが挑戦できない。思った以上にロープが重く、必
死でした。いっこー、もえちゃんが、やり方を教えてく
れて、たっけもいる安心感で、わっくんの支えになれ
ていたら、良かったです。えいみーが、「リーがいた
から、一番上まで頑張ろうって思えた」の言葉、嬉し
かったです。自分も怖いはずなのに、私に「リー、膝
曲げんで、まっすぐ降りていくんよ！」と、えいみーが
アドバイスくれて、下で皆が見守ってくれている安心
感から、不思議と、そこまで怖くはなかったです。で
すが、いっこーや、わっくんみたいに「つま先でふん
張ったらいいよ」「岩に体つける感じがいいよ」など、
アドバイスをどうすればいいか分からず、怖くて不安
で一杯だったのが反省です。谷底のことを思い出し、
「ここで登れなかったら、あの時の皆が私に向けてく
れたパワーが無駄になるのでは」と思ったことが、一
番上まで登れた原動力になりました。
８/２、サイクルマラソン、皆で並んで走る時も、怖
かったです。（皆に怪我させるのが怖い）「私一番後
ろがいい！」と本音を言えました。いっこー「わかった。
じゃあ、後ろから２番目でいい？」と尊重してくれて、
「こうしたら楽よ」などアドバイスもらいながら、今度は、
ソロのサイクルマラソン。少し自分のペースで走れる
ことに、安心と不安がありながら、「リー、一歩一歩進
むよ！！」と、もえちゃんに言われているかのように
思いながら走りました。スタッフさんの温かさ、皆の
メッセージボードに元気をもらえました。途中、道に
迷ったかと思い、来た道を戻り、悩んでいる所に警察
の方が来て、「熊が出るからね、気をつけて」という言
葉に、テンションが一気に下がりましたが、たっけが
助けに来てくれて、途中、登山してないかと思う不安
な道があったり、落石注意の看板も怖かったけれど、
とみーが立っている場所に無事着き、皆同じようなこ
と思ってたんだと分かるメッセージボードを見て、感
動しました。りょうさんが、ずっとライトで照らしてくれ
て、一回川に落ちそうになり「あぶなっ！！」と叫んで

しまったけれど、りょうさんが「ナイス！よく気付いた
ね！」と声をかけてくれて、元気が出ました。皆が
「リー、がんばれー！！」と声を出して待ってくれてい
た時は、本当に嬉しかったです。ゴール出来たのは、
皆の支えのおかげでした。８泊９日を、皆と迎えられ
たこと、奇跡のようだと思っています。それは私が頑
張ったというよりも、７人の、自分が苦しい中でも、周
りを気遣う温かさ、８人で乗り切りたい、挑戦する自分
でいたいという熱い想いが、自分をまっすぐな気持
ちにさせてくれたのだと思います。
たっけ、とみー、ちーちゃん、おんずー、くらあや、
いっこー、えいみー、もえちゃん、わっくん、スタッフ
の皆様、命をかけて、見守って下さり、ありがとうござ
いました。みんな、本当に、ありがとう。生かされてい
る命、自分はこれから先、何か人のためにできるかな、
この経験が、誰かの何かの助け、支えに、なれます
ように。楽しく笑って生きていきたいです。
 本当に本当に、ありがとうございました。
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藤本 萌佳 （宇部市立川上小学校）

私は、昨年度もこのプログラムに参加していまし
た。昨年度は途中で中断となってしまったため、リベ
ンジしたいと思い、本年度も参加しました。８泊９日、
チームのメンバーと様々な困難を乗り越えていく中
で、チームがどのように形成されていくかを体感しま
した。そして、より居心地がよく、安心感のあるチーム
になっていくためにどのようなことが大切なのかを学
びました。
２日目に、莇ヶ岳や弟見山を登り、仏峠へ向かった
時には、お互いにまだ遠慮がありました。荷物は重く
傾斜も厳しいので、とても苦しい状況でしたが、体調
を気にかけても「大丈夫だよ。」と黙々と歩き続けてい
ました。お互いに心配をかけまいと、それぞれが一
人で抱え込んでいたのだと思います。夜のミーティン
グで、このことについてメンバーに投げかけました。
同じチームだから、「きつい。」とか「苦しい。」などの
弱音や本音も見せ合い、辛いことはお互いに支え合
えるチームでありたかったからです。メンバーと話し
合い、８泊９日を通したチームのゴールを「正直に本
音を言える安心感のある関係になる。」ということに決
めました。一人ひとりが、それぞれ殻を破って自分を
出し始めた瞬間だったと思います。
みんなが意識したのが「正直」や「本音」だけだった
ら、もっと喧嘩や対立が生まれていたと思います。今
回のメンバーは初めから、「相手を思いやる配慮」が
ありました。一人ひとりが、安心感を意識したからこそ、
それぞれを受け入れる優しい関係になれたのだと思
います。３日目、リーダーとして「あの時休憩をとるべ
きだった。」と思い悩んでいた時も、「８人で決めたこ
とだから、その悩みも一人で抱えることはなく、８等分
の１でいいよ。」と声を掛けてくれるなど、メンバーは
いつも励まして応援してくれます。私は「相手を不快
にさせているのではないか。」「申し訳ない。」と思う
癖があります。３日目も、つい発言したことが周りを不
快にさせたのではないかと不安になることがありまし
た。でもそれは、相手が自分を受け入れてくれると信
頼していないからだと気付き、安心感を育むために
は周りへの声掛けを配慮するだけでなく、「本音で伝
えても、相手は蔑んだり軽んじたりしない」と信じるこ
とも大切だと学びました。
徐々に本音を話せるようになっていったチームでし
たが、３日目のQVへ向かう際にさらに団結力が増す
瞬間がありました。一人のメンバーが、急な下り坂に
不安を感じていた時、「この岩場に足をつけるといい
よ。」とか「まず左足を出すといいよ。」とアドバイスな
どもしながら全員で見守ったときのことです。彼女が
勇気を出してチャレンジしているのを見たら、私たち
まで勇気をもらって応援したくなり、一人をみんなで
支えることができました。「８人でゴールに近付く」とい
う目標を８人みんなで共有できていたから、より一層
団結できたのだと思います。
チームのメンバーによって、得意なことや苦手なこ

と、身体能力、考え方などの個性が様々です。まる
で、教室の縮図のように感じました。苛立ちを相手に
ぶつけたり、排除したりするのは簡単だけど、受け入
れて認め合うのは難しいことなのだと思います。私も
困っている彼女にどのように声を掛けて助けたらよい
のか、悩みました。手を貸すべきなのか、信じて待つ
べきなのか、それは対等な関係でいられているのか、
考えるほど難しくなりました。でも一人ひとりが「チー
ムの一員」としてお互いのありのままを受け入れようと
したから安心感があったのだと思います。頑張って
いる姿を応援していたように、お互いの存在を認める
ことが大切なのだろうと思います。
そんな安心感のあるチームでも、５日目に上宇津根
を目指したときには余裕がなくなる場面がありました。
道に迷い、日も暮れ始めている中で、怖さや疲れ、
意見の違いなどから、本当に窮地に追い込まれたと
感じる瞬間でした。何とかしなくてはいけないと思っ
た時、大声を出しながら、気を強くもって乗り切ろうと
したことに驚きました。あるメンバーの弱音に対して
「自分のためにもチームのためにも、今踏ん張って
頑張らないといけない。」と少し厳しいことを伝えたり、
反対に日が暮れてしまい一層不安になったときは別
のメンバーに甘えたりするなど、お互いに鼓舞しなが
ら乗り切りました。チームの全員が「８人でゴールす
る」という強い意志を持っていたからこそ、途中でくじ
けることなく支え合えたのだと思います。追い込まれ
たとき、それでも「なんとかしよう」と踏ん張り粘ること
の大切さを学びました。無事に乗り越えた後の、みん
なの安心した表情が今でも忘れられません。
そのようにピンチを乗り越えながら、お互いに支え
合いゴールを目指したチームなので、解散したくな
いなと一層強く感じるようになっていました。なので、
サイクルマラソンではチームから自立することを目標
に掲げ走りました。サイクルマラソンで一人きりになっ
たとき、登り坂できついと感じていると、傍にはいない
けどメンバーが励ましてくれているような気がしました。
実際にその場にいなくても、相手を信頼し、励まし
合って勇気をもらえることが嬉しかったです。傍にい
なくても力をもらえる仲間に出会えたことが、かけが
えのない宝物だし、本当に幸せだなと感じます。
８泊９日というこの短期間で一つのチームがより強
固な関係になっていく過程を体感することができまし
た。それには、正直に気持ちを伝えたり、それを受け
入れたりする安心感が大切なのだと学びました。さら
に、窮地に追い込まれたとき、互いを支えながら気を
強く持つことの大切さも痛感しました。そして、お互
いの挑戦を見守り応援する仲間がいると、頑張って
挑戦しようという勇気が湧くことも実感しました。
素敵なメンバーに恵まれ、良いチームになれたこと
や、それを皆さんにサポートしていただいたことに感
謝したいです。今後学校現場で子どもたちと関わる
上で、今回私が感じたようなことを忘れないようにし
たいと思います。そして、子どもたちがより良い体験
ができるように支えていきたいです。
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和久 智哉 (防府市立華城小学校）

これまで、自分がスタッフとして長期キャンプに関
わることが多かったため、初心に戻った気持ちで参
加することができた。参加する前は、不安なことが多
かったが、いざ始まるとそんな気持ちはすっかりとな
くなり、楽しむことができた。今回のキャンプは、子ど
ものキャンプのスタッフになるための研修会ということ
で、インストラクターになるために必要となる視点を探
すことを意識していた。
まず、１日日に行ったダッフルシャッフルでは、荷
物を詰める上で基本となることを学んだ。ポリ袋の中
に荷物を入れることで水から守ることができるというこ
と、寝袋を下に置くことで安定したり、小さな物で隙
間を埋めたりするということなどを知ることができた。
インストラクターを務める際には、しっかりと伝えてい
きたい。しかし、初日は安定した場所で行えるが、２
日目以降は坂や石の多いところで行わないといけな
いということを忘れずにいたい。また、トレーニング
フェーズということで、歩く際にも「伝言」や「しりとり」
など山に入ったときに大切になることを知ることがで
きた。そして、なんといっても用水路の水に手を入れ
たときの冷たさは、忘れられないほど気持ちが良かっ
た。
２日目、スタートして最初の急登は心が折れそうに
なった。枝がたくさん落ちていたり、岩が転がってい
たりしていた。そういうときこそ、１日目に行った「伝
言」が大切になってくると感じた。その伝言も、端的
かつ必要なタイミングで行わなければ伝わらないと
思った。具体的には、端的という点では、「どこ」に
「何」と伝えることが大切で、タイミングの点では、情
報のみが先行しても伝言の意味をなさないということ
が大切だと思った。また、コンパスの使い方について
も、進行方向を合わせるために使ったり、現在地を
確認するために使ったりと、様々な使い方があるとい
うことが分かった。
３日目、少しずつ自分たちで歩みを進めることとな
り、コンパスを使ったり、地図から地形を読み取ったり
することが増えた。一人では気づくことができないよう
なことでも、八人が力を合わせることで気づくことがで
きたと感じている。役割分担の中に、「ナビ」と言う役
割こそあるが、やはり一人に頼るべきではないと思っ
た。そして、桐ヶ峠からQVに向かう下り斜面は、これ
まで通ってきた道の中でも特に大変だと感じた。道
幅がほとんどないようなところでロープをつかんだり、
手を地面につけたりして進むことや、橋のない小川
を超えることは、このキャンプに来たからこそ行えた
体験だと思う。このとき、AFPYを行う際の、「Cゾー
ン」「Sゾーン」「Pゾーン」のことを思い出し、「この人は
今、○ゾーンかな」と考えることができた。そのことか
ら、やはり個人によって、課題に対する捉え方は異な
り、これは今後の学級経営でも関係してくることだと
思った。
４日目、これまでの自分を振り返り、今後の関わり

方について考えるソロの時間。疲れていたため、ほと
んど寝ていたが、時間を忘れて過ごせるのはとてもス
テキなことだと感じた。
５日目、この日から完全に自分たちで考えて進むこ
とになった。ソロ明けの朝は、１日ぶりの仲間との会
話に花が咲き、美味しいフルーツをたくさん食べた。
久しぶりの下界で、とても新鮮な気持ちにもなった。
そして、山へと入り、コンパスで方向を合わせて順調
に進んでいると思いきや、進んだ先は目標の峠では
なく、谷だった。周りの状況から島根県側に逸れてい
たことまでは分かった。このとき、以前に参加したこと
のある研修で学んでいた、「迷ったら、分かるところま
で戻る」という言葉が頭をよぎった。しかし、また斜面
を登るのも体力的にしんどく、少しでも目標の方向に
進みたかったため、尾根を上がらず、斜面を横切る
選択をした。結局、横切るのが難しく、少しずつ上に
登っていた。体力的に限界が近づいていたため、休
憩をとったところで、イントラからストップがかかった。
結果論になってしまうが、あのときもっと強く戻ること
を薦めればよかったと後悔をしている。「本音」という
目標をみんなで立てたにも関わらず、しっかり言えな
かったことから、次からはきちんと言おうと決意した。
その後、イントラの先導の元、安全第一で目的地を
目指した。暗くなる中、道を探してくださったり、応援
をしてくださったりしたスタッフの皆さんには感謝しか
ない。あんなステキなスタッフになりたいと思った。そ
の日の夜は、短い時間だったが、本音で語り合うこと
ができた。
６日目、十種ヶ峰山頂を目指して、ラストスパート。
子どもと途中で会った際には、来年の自分を想像す
ることができ、とてもわくわくした。前日の失敗を生か
し、コンパスをしっかり合わせるも、途中で不安になり
同じ道を行ったり来たり。そのおかげで、道を間違え
ずに進むことができたと言っても過言ではない。そし
て、十種ヶ峰山頂に到着し、360度の大パノラマ。こ
れまでの辛いことも全て吹き飛ぶくらいの解放感に
包まれた。ここまで頑張ってきた自分たちへのご褒
美のようにも感じた。
７・８日目は、グループから個人へと戻っていく
フェーズとして、ロッククライミングとマウンテンバイク
を行なった。みんなに支えられているということを実
感しながら、自分の目標へと突き進んだ。
辛いことも、楽しいこともたくさんあり、普通にはでき
ない経験を積むことができた。大学の頃から目指し
ていた、アドベンチャーキャンプスタッフへ一歩近づ
くことができた。このような機会を与えてくださった、
全ての皆さんに感謝の気持ちでいっぱいだ。また、
この経験を学級経営にも生かしていきたいと思う。
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森岡 真矢 (山口市立大内小学校）

私がこの研修で学んだことは二つある。一つ目は
子どもたちと同じ目線で立つこと、二つ目はチャレン
ジを通して自分も知り人も知ることができるということ
である。
まず一つ目ついて、この言葉自体、私が教員にな
る前の実習先でいただいた言葉で、「子どもの気持
ちになるためには物理的に同じ目線になることが大
事である」ということである。想像するのではなく、子
どもがしゃがんだらしゃがんでみる、座ったら同じ目
線の高さになるようにする、ということである。同じもの
を見たり聞いたりしてそれを共有できることもよいし、
その姿勢は子どもたちにも伝わる、という教えだった。
それ以来、その言葉を意識して学校や活動に臨ん
できたが、今回のアシスタント研修では今まで以上
に子どもと同じ目線に立つ大切さを学んだ。子どもた
ちと同じ道を歩き、同じ音を聞き、同じ景色を見る。
見ているだけでは子どもたちと共有できなかった思
いがあり、同じ思いを持ったからこそ交わせる言葉が
あると実感した。

二つ目については、ロックのチャレンジを私もさせ
ていただいたことから学んだことである。急遽参加さ
せていただいた場所は、過去に半分で降りた記憶の
あるロックサイトだった。しかし、その日は「自分の中
で何か過去を変えたい」と自分にチャレンジをしよう
と思った。ロックが決して簡単ではないことを少し
知っていて、子どもたちにも超えてほしい一歩があっ
た分、今自分が越えなければ何も伝わらないとも
思った。そうして大汗をかき、泣きそうになりながら最
後まで登りきれた時の景色は正直涙と汗で見えな
かったが、一歩勇気を出してよかったと思えた。また、
降りたときに子どもたちも、大人も拍手をして迎えてく
れたことで、自分のチャレンジが支えられていたもの
だったと実感し、感謝の気持ちが溢れてきた。今後、
チャレンジという場面に出会ったときは、自分を信じ
ることと、させてもらえる環境に感謝できる今回の研
修のような素敵な瞬間を作りたいと思った。
三日間このアシスタント研修で子どもたちに出会え、
学びをいただいたこと、支えている沢山の力を感じる
ことができたことに感謝を申し上げたい。

令和７年度 山口県野外教育活動指導者
アシスタント研修会修了にあたって
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令和７年度 地域と連携したリアルな体験活動充実事業報告書

令和８年３月

山口県教育庁 地域連携教育推進課
青少年教育班
山口県山口市滝町１－１
電話 ０８３－９３３－４６５０
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